
第 3回

ビルマ総合学会に出席 して

大 野 徹

は じ め に

1968年 3月18日か ら23日の 6日間にわたっ

て第 3回 ビルマ総合学会が閃かれた｡ ビルマ

の学会の現状 はどうか,研究の水準はどうか,

問題点はどういうところにあるのか,などと

いうことを知るのに最適の機会だと思われた

ので,学年末試験の期間中ではあったが時間

をや りくりして出席 してみた｡

以下とくに印象に残 った点をとりあげ参考

までにご報告申し上げたいと思 う｡ただ し,

私が出荷したのは言語 ･文学 ･文化部会のみ

であって,他の分科会についてはその内容を

詳細に 知ることが でき なかったので,新 開

(ビルマ語 日刊紙 ｢労働者 人民 日報｣)に報

道された記事な らびに学会事務局か ら出版 さ

れた各種刊行物 (ビルマ学会案内書,研究発

表要 旨集,各分科会の会長演説集等)を参Jrl:il

Lなが ら補 うことにする｡

学会の構成と沿革

従来 ビルマでは純粋な意味で ｢学会｣の名

に値する組織はきわめて少なかった｡1921年

に結成され,1967年現在会員数1129名を数え

る BurmaResearchSocietyは, その意味

で もまことに貴重な存在だと言えよう｡人文

科学系ではこのほかに,正式の ｢学会｣では

ないが,1953年にラングーン大学の ビルマ史

学者を中心に結成された ｢カンターセインレ

ー会｣ と称せ られる研究会がある｡ この会で

は,今までに数回出席してみた私の印象によ

ると,総合学会に決 してひけをとらないほど

の高度な研究発表が次 々と行なわれている｡

人文科学,社会科学, 自然科学の全分野を網

羅 した総合学会が開かれるようになったのは

つい 2年前の1966年か らである｡

第 1回 ビルマ総合学会は1966年 3月21日か

ら26Hまで開かれ,270人の 研究発表が 行な

われた｡1967年 3月19日か ら23日まで開かれ

た第 2回学会では261人の研究者が その成果

を日日こ問 うた｡そして今回,1968年 3月18日

か ら23日まで開かれた 第 3回学会では 275人

の研究発表が行なわれた｡ (人数はいずれ も

各分科会での発表者数の総計)

ビルマ総合学会は,農学,林学,医J､j･':,技

術,工学,数学･物理学,化学,地質宰, 什

物学, 泡 洋学,社会学,言語学 ･文学 ･文化

という12の分科会か ら構成されている｡各科

の今度の第 3回学会での発表者数は次の通 り

であった｡農学部門25,林学部門21,医学部

門38,技術部門14,二1㌧学邦門17,数学 ･物理

学部門31,化学部門22,地質学部門20,年:.rM

学部門22,海洋学部P里2,社会学部門25,言

語学 ･文学 ･文化部門18,合計275人｡

この学会の特徴 として次のような点を指摘

することができる｡

(1)従来,専門科 目 ごとに別 個の 組織であ

った各学会組織を統一 して総合学会としたこ

と｡
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(2)専門の 研究者や 学生だけでなく,一般

国民 も登録さえすれば自由に出席できるよう

にしてあること｡

(3)学会自体が官製であること｡

特に(2)は,社会主義国家の建設を目指 して

いるビルマとして重要な意味をもっている｡

従来,専門家だけの閉鎖的組織であった学会

を広 く一般国民に開放して ｢象牙の塔｣的,

高踏的性格を打破 し,それを ｢労働者大衆｣

と直接結びつけた点,そこに革命政府の意図

するところが現われている｡ちなみに,昨年

皮 (第 2回学会)の登録会員 総数は3,640人

であったが,今年度は4,340人で700人の増加

を示 している｡

もっとも,言語学 ･文学 ･文化部会に限っ

て言うならば,発表者は全員大学の教官また

は政府直属の研究所の所員のいずれかであっ

て,いわゆる ｢労働者大衆｣ではなかったし

(もっとも大学の教官や研究所の専門研究員

達といえども労働者の一人であるという見方

をすれば その限りでは ないのだが),集まっ

てきた出席者の顔ぶれを見て も,教官を除け

ばその大半を占めていたのは学生であった｡

学会が ｢官製｣であるということは,後で

も述べるように革命政府の現閣僚によって構

成される ｢学術研究諮問組織｣が , その企画

か ら運営にいたるまですべてを掌握 している

ことを見ても明らかである｡

1962年 3月 2日のクーデターによって登場

した革命政府は,同年 7月 4日ビルマ社会主

義計画覚を結成 し,1964年 3月にはいっさい

の既成政党を解散 した｡そのことによって反

対勢力を一掃 し,政権の安泰を図ったのであ

る｡そのような意味から言って計画覚は革命

政府を支える強力な下部組織だと言 うことが

できよう｡政府は1966年には｢労働者評議会｣

の結成を目的とする原案を立案 し,続いて同

年12月には ｢農民評議会｣の育成にとりかか

った｡前者には 1968年 4月29日現在,162の
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支部と58,167人の会員がおり,後者は全国の

農村にその支部が設立 されている｡このよう

に,農民と労働者という二大勢力の組織作り

に成功した政府二は,数 こそ多 くはないが厄介

な批判勢力となり得る素質を十分にもった学

会をもその管理下においたのである｡いずれ

にせよ,今のビルマでは政府の ｢息のかから

ない｣組織というものは存在 しないし,また

存在 し得ない｡

各分科会長の演説

第 3回大会の開会式は, 3月1､8日午前 9時

からラング-ン文理科大学の講堂で行なわれ,

学術研究 諮問 組織の 議長 ウ一 ･ティーハン

(外相)の開会演説で始まった｡開会式には,

このほかに諮問組織のメンバーであるタウン

ティン準将 (鉱山柏),セインウィン準将(公

共兼建築相),タウンチ-大佐 (農林相),タ

ンセイン大佐 (運輸通信相),フラ-ン大佐

(文部兼厚生相)等の革命政府要人がずらり

と顔をそろえ,本学会に寄せる政府の関心の

深さをありありと示 していた｡

革命政府のこの関J亡吊ま,ウ～ ･ティー-ン

の開会演説の中で述べ られた 『学術研究は,

国家の発展に責任をもたねばならない』とい

う言葉に集約されている｡したがって,学者,

研究者とよばれる者達の当面の研究姿勢とし

ては,『自己の研究成果が国家に貢献するもの

であるかどうか』ということがきわめて重要

な要素となって くる｡これは,ひとりビルマ

だけにとどまらず,開発途上にある国として

は学界に対する当然の要求であろう｡そのこ

とはよくわかるし,私 自身 この考え方に反対

する気持は毛頭ないけれども,学問がすべて

国家利益だけに結びつけられることになると

国の発展に直接関係のない分野の研究が無視

されることになりはしないかとの懸念が残る｡

化学部会の会長報告にもみられるように,『自
然科学を重視するのが革命政府の基本的考え
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方であるiとすれば,国家建設にす ぐには役

立 ちそうもない人文諸科学が反動的に等閑視

されるということにな りはしないか｡ しけこの

利害だけにとらわれる結果,視野の広 さを失

倍深い関心を抱いている者 として案 じている｡

もっとも現状 としては,私のささやかな不

安などは問題にな らないか もしれない｡ 例え

ば,プロ-ム郊外のタ-イェ-キ ックヤー,

タウンドゥインデー郊外のベイタノウ, シュ

エボウ郊外の- リンデ-等にあるビュー族文

化の遺跡の発掘調査には多大の経費が投 じら

れているし,考古学局ではビルマ統一集権の

発祥地と言われてきたタガウンの発掘に取 り

組んでいる｡ このように,革命政府は ｢国造

り｣に全精力を傾けているとは言 って も,民族

文化の保存とその研究にはなみなみな らぬ熱

意を もっていることがわかる｡ しか し一方で

は,蔵書数十万冊を越える国立図書館がわず

か10人た らずの館員だけで運営 され,予算の

闇係で職 員の増員す らままな らないという現

実があることもまた事実である｡

開会式終了後,文理大学構内の各会場で12

分科会の会長演説がいっせいに行なわれた｡

各分科会の会長演説は次の通 りである｡

技術部会 :ラングー ン工科大学長ウ一 ･ヨ

ウンモウ｢高等技術者教育 とソ連で得た知識｣

工学部会 :工業省工業局長チ ョ-テ ィン仲

士 ｢工業の進歩 と研究活動｣

数学 ･物理学部会 :ラングーン文理 大数学

科教技チ ッスウェー博士 ｢数学教育の現状｣

化学部会 :マ ング レー文理大化学科教授キ

ンマウン博士 ｢化学知識の活用｣

言語 ･文学 ･文化部会 :マ ンダ レ-文理大

歴史科教授 タン トゥン博士 ｢製造年付きの仏

像｣

林学部会 :ビルマ森林庁長官 ウ一 ･マウン

ガ レー ｢森林の調賓研究とビルマの発展｣

医学部会 :ラングー ン第二医大学長ウ一 ･

エー ｢ビルマにおける臨床研究｣

社会学部会 :ラングーン文理大心群学教授

プラ トウイン博士 ｢社会学と隣接諸科学およ

び現実社会 との関係｣

農学部会 :マ ンダ レ-農科大学長 ウ一 ･タ

ントゥン ｢植物の栽培法｣

地質学部会 :測量庁長官 り一 ･フラキ ンマ

ウン ｢ビルマの測量事業｣

海洋学部会 :ビルマ海軍測量艦司令官キ ン

マウンミイン中佐 ｢ビルマの海洋研究｣

生物学部会 :ラングーン文理大植物学教接

コウコウレイ博士 ｢ビルマの真珠養殖事業｣

｢会長演説集｣による限 り,各会長の演説

は当該分野に関する統括報告的,啓蒙的,説

諭的 な ものが多かったようにみ うけられる｡

各会長の演説内容を簡単に紹介すると次の通

りである｡

ウ一 ･ヨウンモウは,『国家の進歩が技術者

に依存 してお り,技術者の果たす役割は生産

の主軸に 等 しい』 ことを 論 じた末,『ビルマ

の技術者教育に も今後はソ連の制度を採 りい

れるべきだ』と主張 した｡ これは,ソ連が社

会主義に基づ く発展を短期間に果た したとい

う事実と, 自らのソ連視察旅行の見聞とに根

ざした具体的な発言である｡

チ ョ-テ ィン博士によれば 『研究の主 臼杵

は, ビルマの豊冨な天然資源を工業開発に役

立て,国民に利益を もた らすようにするには

どうした ち ょいか という点に お くべき であ

る』と論 じ,諸工業の発達にとって研究活動

がますます必要 となってきていることを,繊

維工業,食品工業,化学工業等の貝休的な例

を引用 しなが ら述べた｡博士が,『研究には多

大の経費 と多 くの人間と,そして長い 年 月と

を必要 とするが, これはあ くまで も長い日で

見ていって こそはじめて成果が現われるもの

だ』という言葉で しめ くくっていることは注

目に値する｡

チ ッスウェー博士は, ビルマの高校 ･大学
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における数学教育の現状を述べるとともに問

題点を指摘 し,『現代人の 必要条件 としては,

単に読み書きそろばんができるだけではもは

や十分ではなく,数学的な物の考え方を育て

ることにある』と強調 した｡

キンマウン博士に よれば,『革命 政府が自

然科学に重点をおいている理由は,社会主義

経済体制を築 きあげるのに自然科学が有力な

支えとなるか らであり,化学の分野において

も化学知識に習熟するだけではな く,それを

具体的に活用することが肝要である』と述べ

て,農業国ビルマにとって必要な化学肥料や

農薬の国産化に力を注 ぐ必要があること,大

化学工場の建設に先立ち現有資源の活用を考

えることを力説 した｡

ウ一 ･マウンガレーは,ビルマの林産資源

の内,チーク材およびその他の硬質材が外貨

獲得に大きく貢献していること,チーク以外

の硬質材や竹 もパルプの原料としてその存在

価値は大きいことを述べた後,薪炭用や山岳

民族の移動農耕によって森林資源が徒 らに灰

と化している現実を指摘,その保護管理と乾

燥地における植林事業の必要性を強調 した｡

ウー ･エーは,ビルマの臨床研究の現状を

とりあげた｡彼に よれば,『ビルマには 未解

決の問.題がLLj積 しているにもかかわらず,医

学の研究は生化学や生理学等の基礎科学の方

面からだけ行なわれてきた｡これは臨床医の

大半に自己の診察経験が医学の進歩に貢献 し

得るものだという意識が欠けていたことにも

よるが,1953年以前には医学の研究成果を発

表する機関がビルマになかったことにもよる｡

しかし, BurmaMedicalResearchSociety

が結成されてからは多 くの臨床研究が発表さ

れるようになったo例えば BurmaMedical

Journal(1953-1966)に掲載された論文の内,

臨床系のものは全体の93%を占め,また1966

-67年度のビルマ総合学会医学部会での発表

者数38人中29人までは臨床研究であった｡将
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来の展望としては今後ますます臨床研究が増

えて くることは間違いないが,現在のように

入院患者の病名と人数を統計的に調べたよう

な形のものだけでな く,基礎科学の知識を応

用するよう留意すべきだ』と述べた｡医学部

会での会長演説が現状報告的な内容にとどま

った理由は,総合学会が開かれる約 1週間前

の3月 9日から15日までの 7日間にわたって

ラングーン市医師会館で開かれた第16回全 ビ

ルマ医師会議の席上,主要な研究成果が発表

され討議されつ くしていたからであろうと思

われる｡

以上の説諭的,啓蒙的演説に対 し,タント

ウン博士の演説は ｢会長演説｣という名目で

はあったが,内容的には純粋な研究発表であ

って他の演説とははっきりとした対照をなし

ていた｡博士の演説は,1965年にピンダヤ(シ

ャン州南西部)-旅行 した際,その町の寺院

で発見 した製作年月日と寄進者の名前が記さ

れている多数の仏像について,その意味や起

源を考察 し,さらにビルマの仏像全体にまで

研究を広げた水準の高いものであった｡博士

の演説全体を詳細に説明する余裕 も,またそ

の必要 もないと思われるので,以下要点のみ

をとりあげて報告するだけにとどめたい｡

『ビルマの仏像には金,銀,鍋,鉄等の金

属で鋳造されたもの,木造のもの,供花や_良

業 (貝多羅)を焼却した灰で製作したもの等

があるが,ビングヤで発見 した仏像 (ビルマ

語でマンパヤーと称せ られる)は,表面を腰

で固めた粘土像である｡ (従来 ビルマでは粘

土製仏像を崇拝する習 慣 はないと言われて

いた) A.Williamson,ShweboGazetteer

(Rangoon,1929),pp.128-9によれば,これ

らの粘土像はシュエボウ県イェ-ウ-町から

8マイルほど離れたメーカオウ,シーデーミ

エ-,マルウェ一,レイントー等の村で もっぱ

ら農閑期に製作される｡作 り方は,まず粘土

を素材に原型を作り- らを用いて身体各部を

-184-



大野 :第3回ビルマ総合学会に出席 して

彫ってか ら,粘 土が完全に乾燥する前に表面

全休に上火を溶か した水を塗付する｡乾燥 した

像の表面には光沢を出すために樹脂を塗 る｡

完成品はシャン州に送 られ, 1体につき5チ

ャットか ら70チャットくらいの価格で販売 さ

れるとある｡これ らの仏像には目付けが彫り

込 まれており,西暦1550年の口付けが発見 さ

れた目付けの申で最古のものであるoその後

の調査によって粘土製仏像はビングヤだけで

な くマ ング レー県,サガイン県,モ ンユワ県,

シュエボウ県等にも現存 していることが確認

された｡また大乗系の菩薩像にみ られるよう

な∃二桁を象徴する王冠や耳飾 り,首飾 り,腕

環等をまとった ｢釈尊像｣の存在 も認められ

る｡これ らの点か ら見て, ビングヤの粘土像

はビルマの仏教美術史,仏教史上意重な資料

を提棋 して くれるものである』ということで

演説をしめ くくった｡当日の会場には, ビル

マ史学の最高権威であるタントウン博士の演

説を開 くべ く集まった聴衆で超満員であり,

いまさらなが ら博士の学問的影響力の大きさ

を感 じさせ らカ1た｡

研 究 発 表

第 1日日

会員の一般研究発表は会長演説に引き続き

12の分科会 ごとにいっせ い に開始 された｡

まず経済大学で開かれた地質学部会では,

ド一 ･テ ィンチ～博士 ほか 2名の 共 同 発表

｢ラングーン市の土地利用に関する予備報告｣

が行なわれた｡博士 によれば, 『ラングーン

の都市開発は地理的条件か らもっぱ ら北-の

びている｡ 旧市街地にあった大学,兵営,農

事試験場,ゴルフ場,競馬場等の広大な敷地

を要する施設は,いずれ も北部郊夕付こ移され

た｡また,ラングーン市内では人口の増加(ち

なみにラングーン管区の人口は1967年 2月28

1]現在 1,616,948人 と発表されている｡ ビル

マ語 日刊紙 ｢労働者人民 日報｣1967年 6月 9

目付け報道)に伴って,住宅不足と不法建築

に悩まされるようになったため,1958年のネ

-ウィン選挙管理内閣当時,南 ･北両オウカ

ラバおよびクーケークの3衛星都市が新設さ
れた｡目下,第 4番 目の住宅都市として トウ

ウンナ市の建設が進められている｡ラングー

ンの市街地面積 も,1964年 2月にインセイン

を吸収 したので185.15平方マイルとなった｡』

社会学部会では,教育研究所のウ一 ･ソウ

ミンが ｢初等教育における中途退学の割合｣

と題 して発表 した｡ソウ ミンによれば,『1924

/25年 以降今日まで 40年以上にわたって申退

という現象が 継続 して み られる｡1924/25年

か ら1927/28年 までの統計によれば,第 4学

年 までの小学児童の中退率は87.2%であった

が,1939/40年 には 93%にまで達 している｡

これは義務教育の未実施が最大の原因である｡

(もっとも,義務教育制度は ビルマに おいて

も英領時代すでに成文化 されていた｡これは

1940年10月 5日付けのビルマ法律第20号 ｢無

償義務教育法｣と よばれ,(1)小学校 教育は

無償とする｡(2)児童の入学年齢は満 6才 とし,

6年間の教育を受 けるものとする｡ (3)児童

を就学させない場合,その父兄に対 して罰金

刑を課す等の 6項 目を骨子 としていたが,発

効 日が総督に一･任 されていたため,ついに陽

の目を 見 ることな く終わった｡｢労働者人民

｢i報｣1968年 4月10口付け)

サガイン県パ ウンビン郡,モール メイン県

チャウンソン郡,ペグ一県ニヤウンレ-ビン

郡内の小学校 30校を対象に新入学童 1,042人

の追跡調査を行なったところ,次のようなこ

とが判明した｡(1)入学年齢は,5才が8.82%,

6才 59.17%, 7才 15.92%, 8才 7.38%

となっている｡(教育局良か らの通達-｢労働

者人民 日報｣1968年 2月 1日付け-によれば,

1968年度における小学校入学児童の年齢は,

入学当日に潤 5才以上であることが最低条件

となっている｡)(2)第 4学年 (小学課程)の

一 185---- 427



東 南 ア ジ ア研 究

平均卒業率は11.49%である｡(3)中 退者は高

学年になるにつれて増えている｡年齢的には

7,9,10,11才 に多い｡ (4)小学校での中退

者の割合は平均 81.19% に達する｡中退の原

因は,(i)教育に対する父兄の無理解,(ii)敬

育経費支払能力の欠如,(iii)家業を継 ぐため,

(iv)家計の 手助けを するため等の 理由が 多

く,中退者の 80%を 占めている｡』

第 2日日

2日目の発表の内,注 目を引いたのは医学

部会での N.SenGuptaの発表 ｢労働病院に

おける流産の研究｣である｡グブタは 『1965

年10月 1日以降22カ月間にわたって労働病院

に入院した流産患者 1,481人を 調査 した結果,

流産の原因は梅毒によるもので も経済的困窮

に基づ くもので もな く,保健上の不備による

ものが圧倒的に多い』ことを突 きとめた｡『流

産患者を年齢面か らみると,20-24才405人,

25-29才410人,30-34才298人で,流産 した

月は, 妊娠 8-12週 目の間が 899人, 4-8

週の問が 217人であった｡流産の経験は 初回

313人, 2回298人, 3回374人, 4回206人と

なっている｡流産患者は年齢的に20才か ら34

才までの者が 62.57% を占めており,社会環

境にその原因が求められる』と結論 している｡

しか し,統計的にはうなずけるとして も,こ

の結論が正 しい かどうかということになると,

私のように医学にずぶの素人でさえいささか

頭をかしげざるを得ない｡流産の原因が性病

でないということは医者の発表を信用する以

外にないが,(｢労働者人民 日報｣1967年 6月

5日付けによれば,性病について次のような

記事が見 られる｡すなわち,ラングーン管区

内での1966年度内の血液検査によれば,被検

者46万人の内9.3%にあたる 42,893人が性病

患者であった｡また同年のビルマ全土の調査

結果によれば,新患者 259,627人,慢性患者

466,760人の存在が確認されている｡)流産の

経験が数回に及ぶ場合は血液型不適合その他
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の障害が考えられはしないか｡統計のみを足

がか りにして流産の原因が社会環境にあると

いきなり断定 して しまうのは,いささか飛躍

にすぎはしないかと思 う｡

1967年10月10日に結成された海洋学部会で

は,一般の会長演説に 1日遅れてキンマウン

ミイン海軍中佐の演説｢ビルマの海洋学研究｣

が行なわれた｡中佐は,海洋学の一般定義,

海水の成分分析,食塩,魚類,真珠,海底池

田等の海洋資源について述べた後, ビルマの

水産資源の問題をとりあげた｡なお中佐によ

れば,『ビルマの 海岸線の 長さは,北端のナ

ッ河口か ら南端の コーダウン町まで 1,760マ

イルあり,大陸棚の面積は82,200平方マイル

である｡潮の干満の差は場所によってそれぞ

れ異なっているが,平均値はアキャブ2.29メ

ー トル,チャウビュー2.74メー トル,タ ミ-

フラ島1.98メー トル,バティン1.74メー トル,

ラングーン河 口 5.76メー トル,ラングーン

5.18メー トルとなっている.』

社会学部会では,社会福祉局副局長 ド一 ･

エ-の発表が行なわれた｡ ドー ･エ-によれ

ば,『ビルマでは2,500万の人口の内,女性が

1,230万 を占め,産業界における 女性の役割

りが高まってきつつある｡ことに既婚女性が

職場にどんどん進出してきているのは望まし

いことだが,反面,子供が放置されるため心

身両面で好ましくない状態が生 じつつある｡

工場 5カ所の女性労働者 2,079人 を調査 した

結果,全体の57.2%,31才か ら35才までの女

性の内71.2%が,それぞれ主婦であった｡女

性労働者が一番多い年齢層は16-20才で全体

の69.8%を占めている｡経済面から見 ると,

月額収入100チャット (邦貨7,560円)以下の

婦人労働者の内58.3%,100-200チャットの

労働者の内60%,300-500チャットの労働者

の内66.7%が,それぞれ負債を抱えており,

家計の苦 しさを如実に示 している｡従 って,

何 らかの救済手段を講ずる必要がある』とい
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大野:第3回 ビルマ総合学会に出席して

う｡ ここで もいささか疑問が残 るのは,既婚

女性 の家族構成,収入 と支山の割合, 1人 当

りの生活費等,重要なポイ ン トが何一つ明 ら

かにされてお らず,また大oj収入が全然考慮

されていないということである｡借金がある

か ら婦人労働者 は苦 しいという結論が単純に

導 出で きるか どうか｡

第 3Ll日

3日目の発表の1日二は,場外でけんけんが

くが くの論争をひき起 こす ことにな った研究

発表が含まれている｡それは言語 ･文学 ･文

化部会で行なわれたウ一 ･チ ョ-アウン以下

2名の共同研究 ｢ビルマ文学に占める小説 の

位揖｣で ある｡問題点 のみを簡単 にとりあげ

てみると次のようになるC

『現代は社会主義社会 と資本主義社会とが

併存 している時代であるが,前者が次第に優

勢 にな りつつあ り,わが国 も社会主義建設路

線を歩むようにな った｡そ こで,文学者はす

べか らく自己の作品を社会主義思想宣伝 の武

器として用いることが肝要 である｡それ こそ

が, とりもなおさず作家 の最大の任務で もあ

る｡詩 も心 を慰めるだけの ものではない｡』

発表後,次期会長 ウ一 ･テ ィンル ウィンの

好意で全文の写 しを入手す ることがで きたの

で,読み返 してみた｡そこで とりあげ られて

いる作家 と作品 名は, ウ一･ポウンニヤ(パ ド

ンマ, ウェ-タンダヤー, ウィザヤ,イェ-

デ ィ等の 劇 作), ウ一 ･ポウソー (ロビンソ

ンクル-ソー 物語 の 訳), ジェイ ン ･フラチ

ョ← (マ ウンインマウン ･マメーマ 物 語),

テ ンパ ウンユエ ッ (マウンフマイ ン物語,マ

ウンタ-ノ- 物 語), ウ～ ･ラッ (ザベ-ど

ン物語), ウ一･マウンヂ-(キ ン ミイ ンヂ-),

タキ ン ･コウ ドーフマイ ン(フマ- ド-ボ ン)

等で,いずれ も抽民地政策 に対する革命的作

家の先駆的存在であったと評価 されている｡

続いて20世紀前半では, ピモーニ ン, シュエ

ウ-ダ ウン,ゼ-ヤ,-ヤーナ等の作家およ

び大学教官のしいか ら誕生 したティパ ンマウン

ワ,ゾーデー,ミン トrl,-ウン,マウンタ ンシ

ン, クタ等がとりあげ られ,特にマウンテ ィ

ンやティ ンペ- ミンは,小説を被圧迫階層の

立場か ら思想宣伝の武器として活用 した典型

的な作家だとして高 い評価が与え られている｡

最後 に, ソ連の作家パステルナ-クをとりあ

げ,その作品 ｢ドク トル ･ジバ ゴ｣は,社会

主義革命-の反革命的感情が背後に秘め られ

ている悪質な作品だ として激 しく非難 してい

る｡ ソ連の雪解け現象が数年た った今 口, ど

ルマで とりあげ られようとは予想 もしていな

か っただけに.正直なところびっくりして し

まった｡はた して会場か らは質問や ら反論が

わん さと寄せ られて きた｡ところが座長役の

ウ- ･ティン- ン (筆名ゾ-ヂ-) は,意見

の対立 がいたず らに論争を激化せ しめるだけ

であ って何の利益 ももた らさないという理由

でい っさいの発言を封 じて しまった｡白熱 し

た論争を通 してはじめて ビルマ文'-芋0)位吊が

再確認で きるのだが,と私はこの措折にいさ

さか不満であった｡後 口ウ一 ･ティ ン- ンと

会 った際,｢実はあの 発表 内容には 私 自身大

いに異論があるのだよ｣ とぽつ りともらした｡

3日目の数学 ･物理学部会で は,ウ-･セイ

ンシュエウ-(ビルマ気象庁)の研究発表 ｢ビ

ルマにおける地震の研究｣が行なわれた｡彼

は 『ビルマは,エルパ イ･ヒマ ラヤ地震帯の上

に位置している関係上,地震 の発狂 も少な く

ない』 として過去の被告の大 きい地震をあげ

たが,『ラングー ンおよびその近辺では,1900

年以降1965年 まで の問に震度 Bの地震が 1回

あ った(1927年12月17日)だけで,あとは震度

Cの地震が10回あったにす ぎない』 と言 う｡

社会学部会で は,ウ- ･ヤ ンデーアウンの

｢国営ボー ドゥイン鉱山の経費｣ と題す る発

表が 行なわれ た ｡ それに よると,Fボー ド.J)

ィン鉱山は15世紀頃中国人によって開発 され,

もっぱ ら銀の採掘が行なわれていた｡1960年
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以降 BurmaCorporationが受け継ぎ,1965

年か らは国営ボー ドゥイン鉱山となったが,

銀,鉛,亜鉛の含有量 も産出高 も年 々減少の

一途をたどっている｡例えば, 1958/59年度

の含有率は原鉱 1トンにつき鉛20.4%,亜鉛

13.1% であったが,1963/64年度には,それ

ぞれ 15.7%,8.2% に下がっている｡産出高

も1965年を例にとると,銀43トン,鉛14.543

トンにすぎなかった｡ボー ドゥィン鉱山は既

に老朽化 している｡』

続いて ミインティン博士 (経済大)ほか 2

名による共同研究 ｢インセイン郡内の村落に

おける家計 (飲食費)の調査｣が発表された｡

博士 らによると,『各世帯 1人当り1カ月の平

均飲食費の割合は,米6.60チャット,池1.61,

肉 2.59,魚 1.77, しょうゆ 1.44,茶0.99,

豆 0.35,こしょう 0.66,玉ねぎ 0.45である｡

1人 1カ月 に要する 飲食費は 20チャット弱

であるが,その中には無償の 4チャット分が

含まれる｡食料以外の消耗品に要する経費は

12チャットであり,無償配布の薬品0.38チャ

ットを含む｡従って 1人当りの 1カ月平均経

費は 31.84チャットとなり,全国平均値 28チ

ャット (1967/68会計年度)よりも高い｡』

第 4日目

言語 ･文学 ･文化部会では｢ビルマ暦紀元｣
と題するウ一 ･ティンタン (文化省次官補)

の発表が行なわれた｡ティンタンによれば,

『現在使用 されている ビルマ暦は,ブローム

の トウムンダ リ-王の御代に 1回,パガンの

ポウパ ソーラ- ンの御代に 1回,計 2回修正

された変形仏暦紀元だと言われているが,そ

れは誤 りで実際は西暦紀元 638年に 創 られた

独 自の 紀元である｡(ちなみに ビルマ暦紀元

によれば,西暦1968年 4月15日が1330年 1月

1日である｡正確に言 うと4月15日午後 4時

41分39秒にビルマ暦1330年にかわる｡1968年

4月13日付け ｢労働者人民 日報｣) 昔 ビルマ

では10種類ほどの暦が用いられていた｡最古
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のものはタ-イェ-キックヤー暦であり,第

2番 目に現われた暦は トウムンダ リ-磨(AD

80)である｡パガン時代に 現われたポウパソ

ーラ- ン暦は,アラカン地方で もダニヤワデ

ィー暦とよばれて用いられており,モン族の

問で も使用されている｡これが現在のビルマ

暦である｡同 じ暦 が カンボジアやタイで も

MahaSakarajに対する CulaSakarajとし

て使われている｡西暦紀元がビルマに紹介さ

れたのは15世紀頃であるが,実際にビルマ暦

と併用されるようになったのは第一次英緬戦

争以後である｡』

地質学部会ではテ ィンエー博士の発表 ｢ビ

ルマにおける赤銅,鉛,亜鉛鉱の分布｣が行

なわれた｡それに よると,『赤銅鉱は 従来バ

モー県,マ ンダ レー県,チャウセ-県,南 シ

ャン州等が知 られていたが,最近推定埋蔵量

1400万 トンの鉱床がモ ンユワ一県内で発見 さ

れたO鉛鉱はモーゴウ,チャウセ-,ボーサ

イン,ロイシン,シャン州 7郡等が著名であ

ったが,最近メイ ミョウ近郊のイタナ-ティ

ンギーにもあることが判明した｡亜鉛鉱は,

メイ ミョウのヤテ一山が知 られていただけだ

が,最近北 シャン州ロンチェイで推定埋蔵量

20万 トンの鉱床が発見 された』と言う｡

第 5日目

社会学部会では ｢人間の歴史,その世界観

と文学活動｣と題するウ一 ･キンマウンティ

ン (タウンデー予科大学長,筆名ポウンナイ

ン)の発表が行なわれた｡キンマウンティン

は,まず第 1部において西欧諸国の政治,経

防,社会の変動と作家の考え,作品-の影響

等を紹介 したあと,ビルマ社会主義の理念に

ふれ,その基盤は ｢愛｣にあることを指摘 し

た｡次いで社会主義社会における芸術の問題

をとりあげた｡その考えは次のように要約す

ることができる｡

『社会主義的芸術とは,国家の要請に基づ

いて創 られるものではな く,またみだ りに国
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大野 :第3lLl_1ビルマ総 合'芋会に出席 して

家が介入すべきもので もない｡あくまで も自

己の社会主義的思想と見解に基づいて素直に

表現すべきものである｡社会主義芸術は政府

または権力に盲従することではない｡批判精

神 こそ必要不可欠の要素である｡ただし,そ

の批判は社会主義社会-の愛から技 じるもの

であって,社会主義社会を擁護するとともに

社会主義社会の発展を妨げるすべての要因を

暴露することによって示される｡社会主義芸

術とは思想宣伝の道具ではない｡スター リン

時代の社会主義芸術はその点で失敗 した｡そ

の危険性を最初に見抜いたのが,ほかならぬ

ゴ- リキであったoゴー リキの言葉を借 りれ

ば芸術には指導性があるが,指導者-の崇拝

性はない｡スター リン時代のロシア文学には

指導者に対する崇拝があった｡今 日のソ連に

はそのような現象は見 られないし,政府が文

学に直接干渉することもない｡

文学 もまた広義の芸術に合まれる以上,芸

術性をもたねばならない｡文学とは有機的総

合体である｡従 って文学作品を評価する場合,

作品を分析して個々の部分のみをとりあげる

のでは意味がない｡作品全体を総合的にとら

えてこそはじめて正当な評価が可能となる｡』

キンマウンティンの意見は,チ ョ-アウン

等 3名 の共同発表 ｢ビルマ文学に占める小説

の位吊｣との問に共通性 もあるが,基本的な

考え方では全 く異なる｡少な くとも国家権力

の排除,盲従の危険性,批判精神の必要性を

強 く主張 している点,驚嘆に値する｡正直に

言って,今のビルマでこれだけの内容をこれ

だけはっきりと主張するには相当の勇気が必

要であろう｡しかし考えようによってはビル

マの社会主義 もそこまで進歩してきた証拠だ

と言えるか もしれない｡

化学部会では,ウ- ･アウンキンとり一 ･

プラこュン (ラング-ン文理大)の共同発表

｢カレーワ炭出の利用｣が行なわれた｡両氏

の発表によれば,『カレーワ炭鉱か らは 毎年

50万 トンの石炭を出炭しており,その寿命は

まだ後50年 くらいはもつ ものと推測される｡

現在ここから掘 り出される石炭は,単に燃料

として利用されているにすぎず,石炭からと

れる化学物質は何ら利用されることな く棄て

られている｡少な くとも製鉄用コークス,化

ノ芋肥 料 (アンモニア ･サルファイ ト),木材

防虫剤 (白蟻駆除用),アスファル ト等の 利

用が考えられて しかるべきである』と言う｡

第 6日日

最終 日の化学部会では,ウ一 ･サンワとウ

- ･ウィンマンの共同研究 ｢ラング-ン市内

の飲食販売物の衛生検査結果｣が発表された｡

両氏は1952年か ら1967年まで16年間にわたっ

て飲食物の衛生検査を 続けた結果,(i)ラン

グ-ン市内で販売されている飲食物はきわめ

て非衛生的であり, (2)消費者が 衛生状態に

無関心であること,を指摘 した｡両氏によれ

ば,Fビルマは 食糧が豊富で あるにもかかわ

らず,国民の平均寿命は男子45.2才,女子47

二才1こすぎない｡ili･界の最長寿国であるノルウ

ェーでは男子 71.32才,女子 75.7才であり,

最近 平均寿命が延びつつ ある 日本では男子

66.35才,女子73.61才である｡このようにビ

ルマ国民の平均寿命がきわめて低い理由は,

食品製造業者と消費者の両方に衛生観念が乏

しいこと,食料品の規制が全 くないことにあ

ると考えられる｡特に,常食の米は白米が好

まれる結果 ビタ ミンが欠乏 し,栄養不良の原

因となっている｡また米の保存に無頓着で,

虫食い米や くさい米を平気で口にすることか

ら,チフスや各種の消化器病におかされるこ

とになる｡白米の常食による脚気 も多い｡小

麦は米よりも栄養価が高いのだが,非衛生で

あることか ら,チフスや消化器病の原因とな

っている｡筆者が毎朝食べているパ ンの中に

も必ず何匹かの虫が見つかる｡この虫は粉に

つ く虫であってパ ン自体につ くのではないが,

どのパ ン屋から買って も同じである以上,や
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むを得ず虫だけ取 り出して食べている｡麺類

製造の際用いられるソーダも洗濯用ソーダを

代用している例さえ見つかっている｡鶏卵麺

と名づけて売っているものも実際に卵は用い

られておらず,ビタ ミンパ ンとよばれるパ ン

もまやかしである｡清涼飲料には人工甘味料

が使われている｡牛乳にも水牛の乳を混ぜた

不純なものが多い｡以前 ラングーン市庁には

廃棄処分の権限をもつ牛乳検査官が4名いた

が,現在はその制度す らない｡露店の皿,ス

プーン等はバケツに潜めた水で洗 うだけで非

衛生的である｡弟卵,あひるの卵等は形の大

小でのみ値段が区別されており,新鮮度は全

然考慮されていない｡英領時代にくらべ,ど

ルマの人口は2倍以上 になっており厚生省は

もっと保健衛生面に力を注 ぐ必要がある｡』

第 3回学会に対する所感

6日間にわたって開かれた第 3回 ビルマ総

合学会は 3月23日無事に幕をおろした｡この

間連日会場に出席して直接研究発表を開 くこ

とができた｡｢言語 ･文学 ･文化部会｣を中心

に全体を統括 してみると第 3回学会の特徴と

して次のような点を指摘することができる｡

(1)研究の対象は大半が "ビルマ"に限定さ

れている｡その原因は言 うまで もな く,"中立

･非同盟"を固持するビルマの外交政策の下

で学術交流の門戸 も閉ざされているからであ

るが,同時にまたビルマには未解決,未調査

の分野が山積 していることを示 しているとも

解釈すべきであろう｡

(2)発表内容 は,全般的に ｢学術 研究｣と

言うよりは啓蒙的性格がきわめて強い｡中に

は ｢研究発表｣ではな く ｢講義｣とかん違い

しているのではないかと思えるものす らあっ

た｡ しかし,これ らの点は回を重ねるにつれ

て選別され洗練されて くるものと思われる｡

(3)取 り扱われた対象にのみ焦点が 絞 られ

ているため,独断的な結論が少な くない｡こ
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の傾向は人文科学,社会科学,自然科学のど

の分野にも共通 して認められる｡この現象 も

研究の積み重ねによって今後解決されてゆ く

ものと期待される｡

(4)分科会の分類形式が 必ずしも理想的と

は言えない｡例えば地質学の亘りこ地理学 (人

文)が含まれていたり,社会学は独立 した 1

個の分科会になっているのに,法学や経済学

がなかったりする｡歴史学は入れるべき分科

会がないため,やむを得ず ｢言語 ･文学 ･文

化部会｣の中に同居させ られている始末であ

る｡第 4回大会からはこれ ら分科会の組織替

えを再検討する必要があろう｡

総合学会には総合学会なりの長所 もあるの

だろうが,不自由を感 じることも少な くなか

った｡例えば聞きたいと思 う発表が重なって

いる場合,結局いずれか一方は断念せざるを

得ないことになる｡会場の都合 もあるのだろ

うが,この問題は分科会 ごとに発表 日を少 し

ずつずらす ことによって解決できるのではな

いか｡わずか 1週間たらずの問にすべての研

究発表を消化 しようとすることほどだい無理

である｡まして4月, 5月と2カ月にわたる

夏休みが控えているのだから,日程の延長が

行なわれても支障はないと思う｡

発表された全原稿を集めて印刷出版するこ

とも必要であろう｡なるほど ｢発表要 旨集｣

と称するものが配布されてはいるが,これは

発表内容を集約説明したものではな く,何を

発表するかということを予告 しただけのもの

が多 く,後 日精読するだけの価値に乏 しい｡

いずれにせよ過去 3回の学会での発表内容が

参考資料として残っていないのはいかにも惜

しい気がするoこの学会を,著名な一流学者

の顔見せ会あるいは単なるお祭騒ぎだけで終

わらせた くないと望んでいるのは,おそらく

私だけではあるまい｡

(筆者は現在,国立 ラングーン外国語学院

の日本語教授としてラングーンに滞在中)
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マラヤ稲作農村総合調査計画

準備.調査な らびに

マラヤ大学との共同調査

計画 に関す る報告 -

郎
畑山
博

文

▲
､｣/訓
⊥

カ

ートー
口

羽

内

用

川

口

坪
前

は じ め に

1966年12月に東南 アジア研究セ ンターを訪

問した マラヤ 大 学 経済経営学 部長, U.A.

Aziz教授は,当時 セ ンターで 計画されつつ

あったマラヤにおける稲作農村総合調査に精

極的な関心を示 したOセ ンターでは同 日12日

に関係者を集めて同教授を囲む会合を1JLらき,

双方の問で下記の事項について非公式o)了解

がえ られた｡

(1) セ ンターの調査計画は,マラヤにおけ

る三つの稲作農村の communitystudyを申

心 とした社会,自然科学の総合調査である｡

(2) 調査地はマ ラヤ大学関係者 と相談のう

えで決定す る｡

(3) マラヤ大学 との共同の具体的なあり方

については,1968年にマラヤ大学で会合を聞

き,双方の代表者間で検討す る｡

(4) 調査 期間中,マ ラ ヤ 大 学 に Iiaison

omceをお く｡

(5) マラヤ大 学 側 と して は,seniorstu-

dentsを現地調査に部分的に参加 させ,その

指導をセ ンター側の調査 員に委託す ることを

希望す る｡学生の調査参加に必要な経書引まマ

ラヤ大Ili-'側 で負担す るo

セ ンタ一周係者 とマラヤ大学経済経′廿学部

闇係者cJj会 合は,いちおう, An informal

MeetingoftheIntegrated Research Pro-

jectonRiceGrowingCommunitiesinMa-

laya,JointlySponsoredbytheFacultyof

EconomicsandAdministration,UniversiU'

ofMalayaandthe Centerfor Southeast

AsianStudies,KyotoUniversity と名付け

られ,本計画の リーダー 川口桂三郎 教授 と

Aziz教授 との 問で,何回か書簡の 往復があ

った後,1968年 5月 6日か ら, 9酎音訓こわた

って,準備調査を兼ねて クアラJレンプ-ルで

行なわれることになった｡

参加者および日程

この会合-の参加者は下記のとお りである.

セ ンタ-側 :

川口桂三郎 京都大学教授 (農学部)

本間 武 京都大学教授 (東南アジア研

究セ ンター) 5月 7日のみ参

加

日 羽 益 生 竜谷大学助教侵

坪 内 良 博 京都大学助手 (東南 アジア研

究セ ンター)

前 出 成 文 マラヤ大学客員講師

マラヤ大学側

U.A.Aziz 経済経営学部長,農業経済学

MokhzaniA.Rahim 講師,社会人類学

LeoFredericks 講師, 農 産物市場論およ

び農業組′合論

V.Selvaratnam 講‡′甘 社会人類学

RafidahAziz 大学院学生,農業経済学

会合な らコに fieldtripの 日程は,5月 4

≡_l 川口教授より一足先にクアラル ンプール

に到着した日羽,坪内.現地滞在申の前此

およびマラヤ 大学 側の Mokhzani講師の閲

で､次のように決定 した.

5月 6日(月) 調査計画に闇す る貝体的な

協議｡マラヤ大学側 による昼食招待｡
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5月 7日(火) Ministry of Agriculture

andCooperatives,日本大使館,FAMA(Fe-

deralAgriculturalMarketing Authority)

請問oAziz教授によるお茶の招待｡

5月 8日(水) Selangor州 TanjongKa-

rang地区の開拓稲作農村見学｡

5月 9日(木) Melaka州-の 丘eldtrip｡

5月10日(金) 休息(イスラム教の礼拝 目)0

5月11日(土) Kedah州調査 予定地視察｡

5月12日(冒) Kedah州政府関係者訪問｡

5月13日(月) FLDA (FederalLandDe-

velopmentAuthority)による開拓農村 Ge-

dangsahの見学｡

5月14日(火) TheNationalOperations

Room 訪問o最終協議｡センタ-側による昼

食招待｡

京都において計画をたてた際は Fieldtrip

の目的地に,調査予定地である Kedah,Me-

1aka,Kelantan の各州を 含めて いたが,日

程の都合などで Kelantan州は割愛せざるを

えな くなった｡来年度同州で調査に従事する

予定の坪内だけが,同州出身のマラヤ大学卒

業生 NikMahmood氏とともに 会議 終了後

同地におもむ くことになった｡

以下, E]程の憶を追 って,会合および Beld

tripの様子を記述す る｡

マラヤ大学における協議

マラヤ大学側との協議は, 6日(月)午前 9

時30分か ら,経済経営学部において行なわれ

たO参加者は本間教授 (6日夜にクアラル ン

プール到着)を除 く上記全員である｡この会

議のためにセンター側から用意 した書類は,

総合調査の方法と調査スケジュールのあ らま

し,調査項 目リス ト,調査に使用す る質問票

の草案などである｡会議は終始きわめてなど

やかな雰囲気のうちに進められ,昼食時問を

除き,午後 5時まで行なわれた｡
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協議内容の大要は以下のごとくである｡

(1) センター側から総合調査の方法とスケ

ジュ～ ルについて説明した｡

(2) Communitystudyのための質問票を

詳細に検討 し,意見の交換を行なった｡質問

票はもう一度検討 した上で,最終的にはクア

ラル ンプ-ルでマレー語に訳 し,印刷するこ

とになった｡

(3) マラヤ大学学生の調査参加は,年度の

変わりめにあたる4-5月頃が望ましい｡参

加する学生の指導をセンター側の調査員に依

頼された｡

(4) Farm accounting の研究の ために,

マラヤ大学大学院学生を, 日本で 6カ月間訓

練 し,調査に参加させる件について話 し合い

を行ない,修士課程学生か らの候補者選択を

マラヤ大学側にまかせた｡

(5) 現地で獲得 した資料は,必要に応 じて

相互に交換する｡

(6) マラヤ大学との共同の総合調査計画の

名称については,稲作農村を rice growing

communitiesとせずに,padifarmingcom-

munities に変更して もらいたいという提案

があった｡マレー語では,padi(もみ米)と

beras(栄) とを厳密に 区別 しているか らで

ある｡

(7) Invitationletterその他の事務的な手

続きを円滑に運ばせるために,14日の最終会

議の際に jointagreementを 作成 し,双 方

の大学機関で正式な承認をえるようにしたい

という提案がマラヤ大学側か らなされた｡

MinistryofAgricultureand

Cooperatives

7日(火)9時15分, LeoFredericks講師

および Ra丘dah 嬢 と と もに Ministry of

AgricultureandCooperativesを訪問した｡

第 1次 5カ年計画で,非常に好意的な助力を

うけた Director of Agriculture,Ahmad
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binJamil氏は出張中で,PlanningandRe-

searchBranch の SeniorAgricultureEco-

nomistの S.Selvadurai氏に会い,農村に

関す る最近の調査の状況をきいた｡またわれ

われの調査について も説明 し, 今後の協力を

依斬 した｡同氏か ら寄贈 された政府機関によ

る調査報告書のうちには,

(1)Farm EconomicSurveyoftheMuda

RiuerProject,1966.

(2)EconomicSure)eyofPadiProductions

inWestMalaysia,

RePortno.1-Selangor(Jam.1967)

ReZ)ortno.2-CollectivePadiCulti-

Z)ationinBachang,Matacca(May

1967)

RePortno.31Malacca(Oct.1967)

(3)A PreliminaryReportontheSurvey

ofCoconutSmallHoldingsinWest

Malaysla,1968.

などがあるoなお,その他の作才如こ関す る新

しい統計質料 も作成 されている｡

次に日本国大使館を訪れ,小島大作大使,

浅井満夫参事官に会 い,調査計画が実動に移

る段階で,外務省を通 じて便宜供 与を依頼す

る旨を伝えて,協力をお原射､したo

FAMA

同 日午後 2時30分,Mokhzani講師cL)案内

で,FAMA の Deputy chairman,Abdul

AzizbinAssin氏を訪問 し,その活動 内容

について説明をうけ,われわれの調査計画に

ついて も説明 した｡

FAMA は, 1965年10月 1日に マ レー シア

連邦の政府機関として設立 され,Ministryof

Agric111tureandCooperativesの監督下にお

かれている｡ FAMA の主な役割は,総人H

の約60%を占める農民の貧困化の 予防 と生活

の計画と指導を行な うことである｡ このため

に,FAMA は貝休的には 次U〕ことを 行なっ

ているO

(1) 農産物価格,需要,供拾,保存などに

闇す る情報の収集 と配布｡

(2) 農産物 に適用される度量衡の標準化｡

(3) padiや riceの品質等級の標準 化｡

(4) 農産物市場における中間業者の監督指

導 ｡

(5) 必要な調査の実施｡

(6) MarketingBoardsの設置｡

(7) 指導員の養成と農民教育｡

上述の目標に もとづいて, FAMA では,

padiと riceの市場に関す る大規模な調査を

行なっているが,その調査に使用されている

質問票 (A RuralCreditSurveywithSpe-

cialReference to PadiProduces in the

MudaRiverlrrigation Project,1968 およ

び TheNationalPadiandRiceMarketing

Survey に関す るもの)を入手す る ことがで

きた｡

なお,FAMA では, 1967年か ら Reuiew

ofAgriculturalEconomicsMalaysiaとい

う雑誌を発行 している｡1)

1)67年12月に第2号が発行されているが,参考 U)

ために掲載論文題目を記しておこう｡

RajKrishna:TheRoleoftheGovern一
mentinAgriculturalMarketingReform.

G.R.Elliston:TheRoleoftheMiddleman

intheFishingIndustryofWestMalay-
sia.

KhatijahAhmad:ACommentonGovern一
mentPoliciesonPadiandRiceMarke-

ting.
ChyeKooiOnn:PepperMarketinginSa-
rawak.

RaymondCrotty:LivestockMarketingin
WestMalaysia.

K.良.Ellinger:AgriculturalMarketing
andAgriculturalDevelopment.
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Selamgor州 TanjongKarang

地域の開拓村

8日(水)には,Mokhzani講師に案内され,

大学のマイクロバスで TanjongKarang地

域の稲作農村を見学した｡

TanjongKarang(KualaSelangor&Sa-

bakBernam Districts)は,クアラル ンプー

ル北西約40マイルの濃概稲作地帯で,Selan-

gor州の 全稲作面積 54,000エーカー のうち

90%がこの地域にある｡ もともと沼沢地帯で

あったが,1936年か ら計画的に開発され,悼

に第二次大戦後,稲作のモデル地域として,

漕献,道路などが整備された.1961年か らは

二期作 も可能 となり,65年には全農家の64%

が二期作を行なった｡

この地域に入植 した農民は, 1戸あたり3

エーカーの水田と, 1エーカーの住宅用地を

与えられた｡はじめのうちはこれでは生活に

不十分であるという不満があったが,稲の収

量はしだいに増加 し,最近の最高収量 (籾)

は, 800gantang/ェ-カー (玄米に換算 して

約 4t/haすなわち約 2.67石/戻) にもなっ

たといわれる｡

ここには民族別にい くつかのコミュニティ

が存在する｡マレー人(ほとんどがジャワ系)

地域およびインド人地域では,家屋はそれぞ

れの耕作地のそばに分散 している｡中国人地

域は,共産ゲ リラ活動の激 しかった時期(1948

-60)に 1カ所に集中させ られたため集村形

態をとっている｡これ らの三つのコミュニテ

ィはそれぞれの民族性を反映しているので,

比較研究に好適であり,1961年か らマラヤ大

学経済経営学部の学生の調査実習地となって

いる｡Mokhzani講師によればマレー人農民

の定着性が悪 く,また収量の点で も中国人の

ほうが高いという｡

われわれが調査 してきた Kedah州の場合

と比較す ると,農業組合活動が 活発で , FA
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MAの監督指導 も行きとどいているように思

われた｡

Melakaへの fieldtrip

9日(木),Mokhzani講師の案内により,大

学のマイクロバスで,午前 8時にクアラル ン

プ- ルを発って,約80マイル西南の Melaka

へむかった｡

11時30分に 州 政 庁 に到着 し,まず State

AgriculturalO氏cerの TalibbinMajid氏

に会い,われわれの計画を説明して協力を求

めた｡討議の結果,調査地には CentralDis-

trictが 適 当 と考 え られ たので,District

Ofncerにも会おうとしたが不在であった.

Melakaは,マラヤ西北部の Kedah,東北

部の Kelantanや西部の Perak に比べると,

稲作の 重 要 性は ず っと低い｡全 耕 地 面 積

276,600エーカーのうち,83.3% がゴム図,

7.6% が稲作地,4.2% がココナツ,4.9%が

その他である｡州内の稲作地は全マラヤのそ

れの 2,7%にすぎない｡

州内における農家14,200戸のうち63%は,

生計のために稲作以外の収入を必要としてい

る｡特に北部と南部では 1戸あたりの平均耕

作面積は1.32エーカーにすぎず,稲作は自家

消費を目的としている｡ CentralMelakaで

は比較的水田が多 く,平均耕作面積は 3.3エ

ーカーである｡1965-66年における州全体の

平均収量は, 364gantang/エーカー であっ

たが,地域的にみると CentralMelakaで高

く,北部,南部ではイ酎 ､｡州の米の自給率は

18%であるといわれる｡

Melakaにおいては古 くか ら稲作が行なわ

れ,技術的には進んでいるといわれている｡

しかし水田の土壌は良好でな く,雨量 も少な

く,潅概 も十分に整備されていない｡水田の

区画 も非常に小さい｡

CentralMelakaでは 二期作のできる地域

が 4カ所あるが,他は一期作地帯である｡後
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者は,濯翫地域 と天水田地域に分かれる｡

以上の 情 朝日こもとづいて,まず Central

Melaka西部の一期作地の漆翫地域 (Klehang

Besar)と天水田地域 (BukitRambai,Tan-

jongKeling,TanggaBatu)をまわってみた｡

この地域は,近 くに英軍キャンプがあ り,都

市化が進み,マラッカー市の近郊村的な性格が

強い｡また村の内に多 くの申国人が住み,マ

レー人農村をj:.とした適当な農村は見当たら

なかった｡次に,東部の天水 田地域の Kan-

dang,TelokMas,Pernu,Uml⊃aiをまわっ

た｡ これ らの 地 域に ある Kampong Parit

Keling,KampongBukitKecllH,KalllpOng

BukitMetaなどが調査地 として適当なよう

に思われた.なかで も KampongBukitMeta

付近が適当と思われた｡時間的な制約 もあっ

て,詳 しい情事鋸まえられなかったが,いちお

うこの村を第 1候補地 とし,この地域で調査

を拒当する予定の前田が,後 日よ く適否を検

討することになった｡

Kedah^の fieldtrip

llR(土)午前 7時30分,例のマイクロバス

で,Perlis州HJl身の Mokhzani講師 とその

家族 とともに,北-約 225マイルの Kedah州

AlorSetarにむかってHlJ発 した｡

AlorSetarに到着 したのは夕方の 6時であ

ったが,直ちに第 1次調査計画の調査地であ

り,今回再調査を予定 している AlorJang-

gusにむかった｡新 しく開通 した道路沿いに

は, 3年前に予想 したとおり,多 くの中国人

商店が建て られていた｡調査の主対象であっ

た PadangLalang村には,AlorSetarか L-l'

水道がひかれ,村の中央のモス クも全 く新 し

い 近イ加勺な建物にかわっていた｡住民にもか

なりの移動があるように思われる｡

前回の調査で世話になった区長 (penghulu

をまず, 訪問 した｡ 区長は われわれ 一一行を

気持よく歓迎 して くれた｡彼は,新 しいモス
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クも水道 も,来年 5月に行なわれる総選挙の

ためだとこともなげに語 っていた｡われわれ

の食事その他の世話を して くれた Saad と

Rokiah夫婦C/_j家 も訪れた｡調査助手を して

くれた Harun 青年や中国人商店経常君で親

しくしていた栴氏などにも会った｡誰 もが,

われわれが再びこの地域の調査に来ることを

喜んで くれた｡

AlorSetara)町 も以前に 比 して 大きく変

わっていた｡設備の整った新 しいホテルが既

に二つも建て られ,さらに新しい銀行と他の
ホテルが建設申であった｡ 町 の車は,たまた

まこC/)f｣が VesakDay (仏陀二生誕 H) で,

中国人 ･タイ人 ら仏教徒 の市 中行進が夜に入

って行なわれたせいもあって,活気にあふれ

ていた｡冷房のよ くきいたホテルの中華食堂

には,以前の AlorSetarか らは想像 もでき

ない都用的な雰囲気があった｡AlorSetarが

このように変わった0_)は,Muda川の漕潜計

(畔 ) のため,多 くの技師や労働者が来ている

ためであるといわれる｡

翌12H(H)は,Kedah州政庁の StateSe-

cretaryを訪問 した｡前回出講になった州総

理 (MentriBesar)Dato'SyedOmarSha-

habudinal-Haji氏は昨年他非され,現在の

総理は,Syed Ahmad binMahamud Sha-

habudin氏である｡第 3暗 StateSecretary

:ま,前回終始 お 世 話 に なった 当時ujRota

Setar郡長 ShaaribillHajiMohd.Daud氏

であったC 同氏によれば,継続的な調査o)た

土/)には事務手続 き_仁 連邦政府かマラヤ大学

からC/)手紙が欲 しいとU_〕ことであったo

新任の KotaSetar郡長は, 前 Yen郡長

U〕Mohd.Shariffbin Puteh 氏であるが,

2)Muda川 は,Kedah州北東部J)タイ国境付近

から Kedah州南部に流れる川である｡現在,
二t/-)上流にダムをつくユ),Kedah,Perlis両州
し)129,000エーカーに水を送り,二期作を~可能
にする計画が,1970年に完成の予定で行なわれ,
ていろ｡
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留守の ため 郡長補佐の Tungku Rijaludin

bin Tungku Mohd.氏に来訪の 目的を告げ

ておいた｡

州農業局長 も,前 Kelantan州 農 業局 長

Mohd.Tamiれbin Yeop 氏にかわっていた

が,クアラル ンプールに出張申 であった｡局

長補佐の KhairibinHajiMohamed氏は,

われわれの調査計画に大きな関心を示 した｡

現在 Kedahでは,近 く実現される二期作の

体制を整えるために調査を行なっているが,

人材や時間の不足のため,集[1相勺な調査がで

きないので困るとのことである｡農業局では,

農業技術の改善は農民の社会経済的条件と密

接に関連 し,また農業経営の実態とも関連 し

ているので,この二つの問題を中心 としたサ

ンプ リング調査を,AlorJanggusの近 くの

Kubang Sepat において 行なって いるとい

うことである｡

一般人による調査としては,今年 2月まで

オース トラリアの大学院学生 RosemaryBra-

nett嬢が,Kedah南部で 文化人類学的調査

を行なった し,アジア経済研究所の堀井謙三

氏が,本年 6月か ら12月にかけて,KllHm で

村落調査を行なうとのことである｡

同日午後は農林省から派遣されている杉本

勝男氏に会い,いろいろ有益な話を伺った｡

夕方 AlorSetarを発って約 100マイル 南

下 し,KualaKangsar のレス ト-ウス に宿

泊 した｡Mokhzani講師はそのまままっす ぐ

クアラル ンプールに帰 っていったo

FLDA による開拓地域 Gedangsah

13日早朝タクシーを駈 って,TanjongMa-

1im まで下 り,クアラル ンプールか らマイク

ロバスで迎えにきて くれた Leo Fredericks

講師,大学院学生 WanLeongFee氏とおち

合い,FLDA による開発地の一つである Sel

langor州 Gedangsah地域の見学をした｡
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FLDA (FederalLandDevelopmentAu-

thority)は,1956年に土 地の 開発 ･入植計

画の調査実施を促進援助する政府機関として

設立 された｡1961年から65年までに,マラヤ

において開拓された 土 地の 大部分に あたる

145,000エーカー は,この機関により開拓さ

れたもので,そこに12,000世帯がおくり込ま

れている｡さらに 1970年までに 141,000エー

カーが開発される予定である.これ らの資金

は世界銀行か らの借款によっている｡

Gedangsah 地域の開発は,1961年か らはじ

まり,次のように進められている｡

開発 開 発 入 植
年度 面 積 世帯数

Phase1 1961 950エーカー 114

Phase2 1962 825エーカ- 112

Phase3 1963-5 1,450エーカー 22

(16j,9g)
Phase4 1968- 1,400エーカー

開発は,FLDA が請負業者に委託 し,業者

が入植者を雇用する方式で行なわれている｡

入植者には,最初の 3年間 FLDA か ら1戸

あたりM$69.60(約8,350円)を支給 し, 4

年めか ら自立できるように配慮されている｡

Phaselの場合には, 1戸あたり7エ-カ

ーのゴム園と 1/4エ-カーの宅地を与え,コ

ムは今年 6月か ら採取できるようになってい

る｡ しか し,ゴム園だけでは不十分なので,

さらに2エーカーの oilpalm と 1エーカー

の果樹園用地を各戸に配分することになって

いる｡ この6年半に FLDA が使った 費用は,

1戸あたり M$15,590であった｡

入植家族の 選定基準は,(1)土地を 持たな

いこと,(2)3- 5名の家族員を有すること,

(3)他に仕事をもたないこと,である｡Phase

lにおける入植者は,マレ-人78家族,中国

人13家族,インド人23家族であった｡
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係官の話によると,抽選で与え られた土地

は,ただちに入植者の名儀となるので,指導

賃の忠告に従わず荒 らして しまう場合 もある

とのことであった｡

Kedahあた りの貧農に比べれば,開拓村は

かなりめ ぐまれているように思われた｡村に

は学校や組合経営の店があり,たんぱ く質の

補給の ために 魚を 養殖 した池 も作 られてい

た｡

NationalOperationsRoom

14日(火)午前10時から,Mokhzani講師の

案内で,NationalOperationsRoom を訪問

した｡

連邦政府の開発計画の立案実施o_)ための主

要な組織は,政府の主要官吏か ら構成される

TheNationalDevelopmentPlanningCom-

mittee(NDPC)である｡ NDPC は,内閣と

国会に提出される国家予算を精査す る義務 と

責任を もち,政府に開発計画やその問題点に

ついて忠告を与える｡NDPCの書記局にあた

るのが,総理府 (PrimeMinister's Deparト

ment)内の,EconomicPlanningUnit(EP

U)で,1961年に発足 している｡EPU は,経

済官僚や,国連,コロンボプラン,その他か

ら派遣 される専門家などか ら構成され,開発

計画や政策の実施,外資に関す る運営事務を

担当す る｡NDPCの開発計画の実施状況に関

す る情報を総合的に集めて,問題点を発見 し

対策をたてるのが,同年に発足 した National

OperationsRoom (NOR)である｡ ここでは

マ レーシアの全開発計画の進行状況が分かる

ようになっている｡NOR は,国家 村落 開発

省,防 衛 省 大 臣 を兼ねている TunAbdul

Razak bin Hussein 氏の副総理事務所に密

接なつなが りを保 っている｡同氏は,NORの

設置目的は,あ くまで も官僚主義的セクショ
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ナ リズムを打破 し,能率的に開発計画を進さ/)

るための ものであると書いている｡

NORでは,EPU の Principalassist.sec-

retary,S.T.Sundram 氏, 国家村落開発省

の deputysecretary,Ahmad Rahim 氏,

およこごAssist.secretary,Ahmad binHaji

Omar氏に会 うことができた｡ 3氏の謡によ

ると,マーシアの第 1次 5カ年計画 (1966-

70)の主 目標は,percapitaincome(p.C.i.)

をあげることにある｡ この国の主要収入源は,

ゴムと錫で あるが, これ らは 現 在 ujp.C.i.

を維持す るのにも十分でない｡ゴムに関 して

は合理化によりコス トを下げ,またTl7]質の向

上に力を注いでいる｡錫は埋蔵量が問題で,

目下 Melaka州沖での採鉱, Perak州でC,)

鉱派調査を行なっている｡

従来,調査活動が十分でなかったC/)で,コ

ムに関 しては, RubberResearchInstitute,

OilPalm については 民間企業を通 じて調査

を行ない, 米に ついては, Butterworth の

RiceResearchStationが フィリピンにある

InternationalRiceResearchlnstituteと密

接な連絡をとりなが ら品種の改良や二期作に

ついての調査を進めている｡また,農業の調

査や extention に慨 しては,連邦政府の機関

をつ くるとのことである｡

マラヤ大学側との最終協議

牛前11時 に NORを去 り,マラヤ大学で,

6日の会議における Aziz教授の提案に従 っ

て,次のような jointagreement を作成 し,

マラヤにおける会合の しめ くくりとした｡

この Agreementの作成によりマラヤ計両

の準備の主要な部分は終わった｡

なおできうるかぎりの準備をすすめ,本計

画実施の最終決定をまちたい｡
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"NoteofUnderstandingRegardingtheIntegratedResearch

ProjectonPadiFarmingCommunitiesinMalayaJointlySpon-

sored by the Faculty of Economics and Administration,

UniversityofMalaya and the Center for SoutheastAsian

Studies,KyotoUniversity"

Asaresultsofdiscussions between Representatives from Center for Southeast

AsianStudies,KyotoUniversityand the Faculty ofEconomics and Administration,

UniversityofMalaya,duringMay6-14,1968,thefollowingitemsofagreementhave

beenreached:-

1. ThattheintegratedresearchprojectonpadifarmingcommunitiesinMalayashall

bejointlyandseverallycarriedoutbyscholars from either ofthe two parties

duringthenextthreeyearsintheStatesofKedah,KelantanandMalaccaorany

otherstate.

2. Thattheobjectofthestudiesshallinclude sociological,economic,technological

andotherrelatedaspectsofpadifarmingcommunities.

3. Towardstheachievementoftheproject,scholarswillcarry out丘eld studies in

selectedcommunities. Inthecourseoftheir丘eldworktheinvestigatorsmay be

assistedbystaffandstudentsfrom theFacultyofEconomicsandAdministration.

4. 1tistheintentionoftheCenterforSoutheastAsianStudies,KyotoUniversity,to

invitetheFacultyofEconomicsandAdministrationtoselectasuitable graduate

from theFacultyandtotrainhim in the specialtechnique offarm accounting

developedbytheexpertsinKyotoUniversity. Foritspart,KyotoUniversitywill

providereturnpassagesbetweenKualaLllmpurandKyotoandsu魚cientexpenses

forthetraineetoremaininKyotoforaperiodofsixmonths.Duringtheperiod

thetraineeisinKyotoheshallbefullyresponsible to a designated member of

staffoftheCenterforSoutheastAsianStudies. Onhisreturn itwillbe under-

Stoodthatthetrainedpersonshallbedirectlyinvolvedincollectingfarm acco11nt-

ingdataasdeterminedforthisproject.

5. Itisllnderstoodthatstudentsfrom theFacultyofEconomicsand Administration

shallbegivenanopportunitytoparticipateinfieldwork inconnectionwith the

aboveprojectandintheir丘eldworktheyshallbeguidedby and be responsible

to the designated research worker intheselected area. The numberofsuch

studentstobeinvolvedandtheperiodoffieldworkshallbedeterminedbymutual

agreementbetweenthepartiesconcerned.Allexpensesinvolving transport,subsi-

stence,etc.for suchstudentsshallbeborne by the Faculty ofEconomicsand

AdministratioT1.

6. Researchworkersfrom KyotoUniversityassociatedwiththisprojectwillbegiven
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thestatusof R̀esearchAssociate'intheFacultyofEconomicsandAdministration

andtheywillenjoyspec沌edprivileges. TheDeanofthe Faculty ofEconomics

andAdministrationundertakestoassistallsuchResearchAssociatestoobtainthe

properimmigrationandotherfacilitiestoenablethem to carry ollttheir work

accordingtotheplanoftheproject.

7. Alldataobtainedintheimplementationofthisprojectshaロ be freely available

tobothpartiessubjecttotherequirementthatifanydata is copied,One party

shannotusethedataatatimeinconvenienttotheotherparty.

8. Thisagreementshallbeeffectiveafter it

SoutheastAsianStudies,Kvoto University

Administration,UniversityofMalaya.

調 査 予 定 地

マ ラヤ大学におけ る会議終 了後, 5月16日

か ら 1週 間,坪 内は Kelantan州 にお もむき,

Assist.State Secretary, Tengku Adlins

氏.PasirMas郡の郡長,TengkuAbdulRa-

him 氏等の助力をえて.調査地選定を試みた｡

また,坪 内,前 田は,24日か ら3日間,再び

Melaka州をおとずれ, CentralDistrictの

郡長,MohomedSaufibinAbdullah氏 の協

力をえて,調査地の確定を試みた｡

以上 の結果,マ ラヤにおける調査予定地 と

して,次の三 つの コ ミュニテ ィを と りあげ る

ことが 内定 した｡

1. Kedah 州

(1) 集落 名 KampongPadang Lalang

(2) 行政上 の所属 Mukim Padang La-

1ang,DaerahRotaSetar

(3) 位 置'-. AlorSetarか ら北西5マ イ ル

(4) 集落の形態 運河沿 いに散在

(5) 世 帯 数 約200戸

(6) 主な生業 水稲 (単作)

(7) 年活条件 電気-部分的に供給 されて

い る

水-水道が ひかれてい る

2. Kelantan州

(1) 集落名 KampongGalok

hasbeen accepted bv the Centerfor

and bvtheFacultyofEconomicsand

(2) 行政上の所 属 DaerahChetok,Jaja-

hanPasirMas

(3) 位 TTFf PasirMasと TanahMerah

の中 間,PasirMasか ら9

マ イ ル

(4) 集落の形態 道路沿 いに散在

(5) 世 帯 数 約100戸

(6) 主 な年業 水稲 (単 作),ゴム栽培 (耕

作面積の約10%),煙 草 栽

培 (最近導入)

(7) 生活条件 電気-な し

水･･･井戸 あ り

3. Melaka州

(1) 集 落 名 KampongBukitPegoh およ

コ KampongBukitMeta

(2) 行政上 の所 属 Mukim Telok Mas,

DaerahMelakaTengah

(3) 柿 :rTliT.'I MelakaTown南東 7マ イ ル

(4) 集落の形態 水 間にか こまれた集村

(5) 1折昔数 KampongBukitPegoh

約80戸

KampongBukitMeta

約60戸

(6) 主な生業 水稲 (里作),ゴム栽培若干

(7) 生活 条件 電気-な し

水-･井戸 あ り
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- SEADAG 東南 アジア開発

研究にかんす る会議報告 -

本 間 武

SEADAG とホ ノルル会議

SoutheastAsianDevelopmentAdvisory

Group(略称 SEADAG)は, 1965年 ニュー

ヨ-クの TheAsiaSocietyに事務局をおい

て設立 された｡ このグループには1967年 3月

現在で,アメ リカの34の大学,15の財団およ

び研究所,数政府機関か ら,東南 アジア地域

専門の社会科学者 と開発計画担当者が個人的

資格において参加 している｡

SEADAG の 目的は 東南 アジア開発のため

に,とくに社会科学分野において幅広 く奥深

い研究計画を促進す ることにあるが,具体的

には東南 アジアを専門とす る社会科学者の横

の連絡をた もつため,meetingを もち相互に

意見を交換 しあうことにある｡

SEADAG の会議は これまで アメ リカ人専

門家の間にかぎられていたが,東南 アジア諸

国の専門家の意見を聞 こうとして開かれたの

が,去 る 1月28日か ら30日までのホノルル会

議である｡ この会議は American Develop一

mentResearchonSoutheastAsia:Promise

andHazards,いいかえると 東南 アジアにお

けるアメ リカの開発研究の将来 とその阻止的

条件についての分析を議題 とした｡
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会 議 の 経 過

会議は-ワイ大学の East-WestCenterに

ある ThomasJeffersonHallで開催 された.

この会議の前 日まで同 じくこのホールで ド

ル防衛 にかんす る日米会議が開かれていた｡

また, この会議 より2日お くれてホノルルで

日米科学協力会議が もたれた｡

このようにホノルルはアメ リカとアジアの

まんなかにあるという立地条件が大いに活用

され るようにな った｡

1961年,東南 アジア研究のための調査 とし

て臼井二尚教授に随行 して訪れたとき,ち ょ

うど設立 されたばか りだ ったEast-WestCen-

terが, 今 日, 順調 に 発展 して きて 東西文

化のかけ橋の役 目をはた しつつあると感ぜ ら

れた｡

さて,東南 アジア研究者の名前を知 るうえ

に役立つと思われ るので,まず この会議の参

加者をあげておこう｡

Co-Chairmen

Mr.JohnBullitt,AssistantAdministra-

torforEastAsia,AID

Dr.JohnScottEverton,OverseasEdu-

cationService

Mr.KennethT.Young,President,The

AsiaSociety

SPeakers

Dr.MiltonBarnett,AgriculturalDeve-

lopmentCouncil

Dr.William L.Bradley,TheRockefeller

Foundation

Dr.0.D.Corpuz,Under Secretaryof

Education,MinistryofEducation,the

Philippines

Mr.CliffordC.Matlock,AID

Prof.JohnD.Montgomery,HarvardUni-

versity

Prof.TakeshiMotooka,KyotoUniversity
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写真 1 会場に あて られた East-West
Center, ThomasJefferson
Hall

Prof.LauristonSharp,CornellUniversity

Prof.PatyaSiahoo,ChulalongkornUni-

versity

Prof.Soedjatmoko,University oflndo-

neSla

Prof.SeloSoemardjan,Universityofln-

donesia

Prof.EugeneStaley,StanfordUniversity

Prof.Celia Tagumpay-Castillo,Univer-

sityofthePhilippines

Prof.AdulWichiencharoen,Thammasat

University

Prof.StephenYeh,UniversityofSinga-

pOre

Raj坤orteur

Mr.JamesOsborn,TheAsiaSociety

Participants

Dr.ⅠdeAnakAgungGdeAgung,East-

WestCenter,UniversityofHawaii

Prof.JohnBardach,University ofMi-

chigan

Mr.RobertW.Barnett,Departmentof

State

Dr.JohnBennett,AID

Prof.RichardGable,University ofCa-

1ifornia,Davis

Prof.NortonS.Ginsburg,Universityof

Chicago

Dr.BernardK.Gordon, Research Ana-

1ysisCorporation

Prof.JamesGuyot,UniversityofCali-

fornia,LosAngeles

Prof,Everett Hawkins,University of

Wisconsin

Mr.Howard Jones,East-WestCenter,

UniversityofHawaii

Mr.H.CharlesLadenheim,University

ofHawaii/AID

Mr.LionelLandry,TheAsiaSociety

Prof.GavID.Ness,UniversityofMichi-

gan

Prof.FredRiggs,UniversityofHawaii

Mr.FrederickF,Simmons,AID

Mr.VuVanThai,UnitedNations

Mr.Clement Zablocki,United States

HouseofRepresentatives

このほかに observer として, East-West

Centerを中心 とす る UniversityofHawaii

の関係者が17名跡 宿した｡

会議は 1月28FTに開催され,たが,その前夜

の Hotelllikaiでの アジア協会 Young会

長の レセプションか らはじまる｡

会議の第 1口は第 1郡 TheAmericanRe-

SearchEffortonSoutheastAsianDevelop-

mentProblemsを主題 とす る｡座長は AID

の JohnC.Bullittアジア担当補佐｡午前 申

はロックフェラー 財団の William Bradley

博士が TheAmericanEffortonSoutheast

AsianProblems:TheViewfromtheUniト

edStates と題 して,アメ リカの東南 アジア

研究についてのアメ リカ側か らの批判のペー

パーを読むCかれは,かれの曽祖父が1850年

にタイに告教師としてきて以来,タイ在住 4

代目の家系に属す る｡ わた くLはかれがロッ

クフェラー財団のバ ンコク駐在としてクマサ
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写真2 East-WestCenterにて

- ト大学で哲学を講 じていたとき知 り合いに

なった ｡

Bradley博士のペーパーで,アメ リカ人が

東南 アジアの仏教国をよく理解 していないこ

とが強調されていた｡とくにアメ リカ人の理

解 しがたい点は,西洋と東洋とにおいて哲学

が伝統的に異なっていることにある｡西洋思

想では哲学と宗教 とが分離 され,哲学は真理

の追求を目的とす るのにたいし,東洋では哲

学と宗教とは分離されず,現世の貧困と苦悩

を救済す ることを目的とす る｡東洋では真理

とは｢救済｣のためであり,西洋では ｢現実認

識｣のためにある｡また,東洋思想は対立の

調和を追求す るのにたいし,西洋思想は分化

と差異とを追求す る｡この基本的思想の相違

が,東洋と西洋との間の研究方法の相違を生

む｡西洋では開放的態度で もってオ リジナ リ

ティを求めるのにたいし,東洋的研究は保守

的 ･伝統的 ･宗教的である｡西洋をモデルと

してつ くられた東南アジアの大学において も,

この東洋的思想が強い｡ もちろん第二次世界

戦争後,大学が研究活動の中心にな り,物的

利益追求がおかれようとしているが,依然と

して新旧の衝突がみ られる｡ これにたいしア

メ リカの研究者は大学のなかの新旧思想にた

いしセ ンシテ ィブでなければな らない｡西洋

的と東洋的との調和は不可能である｡ しか し

人間の物的生活を改善す るための科学と技術
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の研究,また経済開発のための経済学研究を

促進す ることが重要である｡なお科学的研究

のためには,東南アジアの各大学において専

門問の連絡協調が大切である｡これが Brad-

1ey博士の主張であった｡

午後は東南アジア側の見解として,フィリ

ピン大学 農学部の 農業教育学 専攻の Gella

Tagumpay-Castillo 助教授が, Dimentions

oftheAmericanResearchEffortinDeve-

lopingCountries:A View fromSoutheast

Asiaというペーパー を読む｡彼女は 東南ア

ジアにおけるアメ リカの研究者をつぎのよう

に類型づける｡(1)data-exporter,(2)hypo-

thesis-testerandtheory-builder,(3)green

horn(青二才),(4)areaexpert,(5)insti-

tution-builder,(6)idea-stimulatorandre-

search-facilitator,(7)penny-collaborator,

(8) internationaldevelopment VIP,(9)

professionaloverseasresearcher,(10)CIA

scholar,(ll)instantexpert,(12)research-

reviewerandcritic.まるでアメリカの風刺

映画のようにアメ リカ人をひやかす｡ついで

アメ リカの研究計画を,(1)independentre-

search,(2)professionalcolleaguerelation-

ship, (3) sister-institutionarrangement,

(4)commissionedresearch,(5)professor一

graduate student research partnership,

(6)visitingprofessor, (7)theAmerican

staff memberin alocalorinternational

institution として, それぞれを皮肉る｡ ま

ことにおもしろい報告だったが,最終結論と

しての,フィリピンのロスバニヨスにある国

際稲作研究所を真似た InternationalCenter

for Development Research in Southeast

Asiaを提唱 したが, これはわた くしだけで

なく参加者の大部分にまった く ｢思いつき｣

にすぎないとの印象を与えたようである｡ し

か し,フィリピンにおいてさえ,アメ リカ人

の研究がこのような野次的な態度で受けいれ
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られ,るところに大きな問題があると感 じられ

た O

第 2日は,SpecialProblemsoftheFor-

eignResearchを主題とす るアメ リカ人 uj開

発研究についての文化的 ･政治的要囚をとり

あつかう｡座長は OverseasEducationSer-

vicea_)JohnScottEverton悼j:C

午前は東南 アジア文化人類学のパイオニア

～である コ-ネル大学の Lauriston Sharp

博士が, SpecialProblemsOftheForeign

Research･SoutheastAsianCulturalFac-

torsと題す るペーパーを読む｡ 情士は 東南

アジアの開発研究においての文化的要素の重

要性を指摘 し,技術的側面だけか らの開発に

よっては高い成果を生みだす ことができない

と強調す る｡ とくに,Sharp博士がその専攻

とす るタイを例にとり,タイでは ｢経済発展｣

はあって も,はた して ｢農民の生活水準 の上

昇｣はあったかとの疑問をなげかける｡また,

タイの開発 におい て 重要な 機能を 占 め る華

僑,さらにそれ以上に重要な面として婦人の
経済開発におけるウェイ トを強調す る｡ この
婦人C/〕機能分析はお もしろ く,さすが Sharp

教授独特のタイ論だという感 じを受けたC

牛後は,フ ィリピン入学教授か ら最近文部

次胃に就任 した 0.D.Corpuz情十が,SpeciaL

Problems oftheForeignResearch:U.S.

PoliticalFactors というペ ー-ーを 読 む｡

わた くLはかれ とは1965年 5月,フ ィリピン

人草のセ ミナーでいっしょにす ごした ことが

あ り,久 しぶ りの出会いでなつか しか った｡

かれは,アメ リカの東南 アジア研究がアメリ

カの政策 とはほとんど関係な く進め られてお

り,そのかぎり政治的要素による研究障害は

ないとの立場をとった｡ したが って,アメ リ

カな らびに東南 アジアにおける政治的要因に

はあまり注意す る必要がないという｡ しか し,

政治的要因が, フィリピンは い ざ知 らず,東

南アジアのい くつかの田,たとえば現在では

ビルマ. カンボジアにおいてアメ リカ人C/)研

究を不可能に している事実を児 のがす ことは

できないと思 う｡重要な発言として注 目すべ

きは,東南 アジアの開発IilT･先は東南アジアみ

ずか らが行なわなければ実効はあが り得ない,

したが ってアメ リカとしては東南アジアの開

発のためには,東南アジアの諸国における研
究を助長促進すべきであるという｡ この点,

わた くLも全面的に同感であ る｡

第 2日の夕 には, East-West Center 〟J

Jones総長の邸宅で レセプションがあり,揺

か らず も日米科学会議o)メンバーとも同席 し

たC

第 3日は, ImprovedApproachestoRe-

searchonSoutheastAsianDevelopmental

Problemsを主題 とす る｡

午前 には, シンガポール大学経済研究所次

長 StephenYeh 博士｡かれは中国系 シンガ

ポール人で,アメ リカに帰化 した華北出身oJ

rr車iT人であ り,まった くアメ リカ的発想法を

とっている｡かれは,東南アジアとしては純

粋研究よりは応用研究に主力をそそ ぐこと,

中央開発研究会議を設 け,政府機聞･大学･企

業間の研究政策 の調整をはか ること,研究o)

地｣或協力と開発の比較研究,行政 と研究 巨吊内

のため統計委員会の設jt/ji:どを提示 したo さ

らにアメ リカ側としては,アメ リカ人研究者

と現地政府機関 との理解の促進,アメ リカ側

と現地側 との研究協力方法の改常,現地国研

究者の養成 ･訓練,ア メリカ人研究者の研究

継続, SEADAG のごとき組織を現地に設け

ることなどを 力説 した｡ しか し,その実施の
可能性,あるいはその実胞の阻 車的条件の分

軒に は入らなか った0

1づいてわた くLも同 じ題 L｣でペーパーを

読んだ｡わた くLがとくに強調 したのはつ ぎ

の諸点である｡すなわち,なによりも現地国

政府が開発研究の重要性を認識す ること｡そ

uJためには研究の長期的効果性,基礎的研究
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の重要性および研究 目標の確立が十分に理解

され るべきであること｡これにもとづいて,

外国人研究者と現地国研究者 との研究協力が

必要であり効果的であること｡また異なる専

門問の協力,とくに社会科学と自然科学との

協力,および基礎研究と応用研究との協力的

発展Oその具体的な例として,京大東南アジ

ア研究センターが1968年からマラヤ稲作農村

を対象として 実施 しよう とす る Integrated

AreaStudiesを紹介 した｡

午後はこの 3日間の会議の諸問題をつうじ

ての discussionになり, いろいろな 意見が

自由に述べ られた｡

この3日間の会議はなかなかおもしろかっ

た｡ ことに東南アジア諸国か らの出席者の発

言は活発であり,なるほどと考えさせ られる

ことも多かった｡ しか し,東南アジア諸国の

うち,北ベ トナムはいうまで もな く,マレー

シア, ビルマ, ラオス,カンボジアからの出

席者がなかったことは,いた しかたないとは

いえ東南アジアの現状を反映 しているだけに

さびしく思われた｡また,ただ一人をのぞい

ては自然科学者がいなかったことも開発研究

という題 目にはそわない感じが した｡

東南アジア開発研究のありかた

こんどの会議は主としてアメ リカの東南ア

ジア開発にたいす るアメ リカ側の自己批判と

東南アジア側か らの批判とか らなりたってい

た｡いわばアメ リカが受け身の立場にあった｡

この会議の ペーパーや 討議は AsiaSociety

の季刊誌 Asiaに特集号として本年内に刊行

され る予定であるか ら,参照 していただけれ

ば幸甚である｡

446

第 6巻 第 2号

この機会にわが国の東南アジア開発研究の

あり方について も十分な自己反省がなされる

べきではなかろうか｡というのは,わが国は

東南アジア開発にたいし積極的な援助にふみ

きったわけである｡ところがその基礎となる

ための調査研究がきわめて不十分である｡こ

れについては すでに 他の 機会に論 じたので

(拙稿 ｢わが国の対外援助政策と情報一東南

アジアをケースとして-｣『開 発 研究』1967

年 1月号),ここでは わが国の 開発研究とし

て,とくに重要なつぎの諸点を簡単に指摘 し

ておきたい｡

(1) 東南アジアの開発援助のためには基礎

的な調査研究が必要不可欠である｡

(2) いわゆる開発研究は長期にわたって実

施されなければならない｡

(3) 開発研究にさいしては,現地国側の積

極的協力をえることが望ましく,そのために

最善の努力を払 うべきである｡

(4) 日本の研究関係諸機関の連絡が必要で

あると同時に,社会科学と自然科学の両部門,

また基礎的研究とカレントな研究との協力 も

必要である｡

ところが,ここにあげたいわば当然の要請

が現実には軽視されていることも,また事実

である｡

SEADAG の組織が うまくいっているかど

うかは十分には知 らないが,東南アジアの開

発研究を対象 とす る連絡調整の組織がわが国

にも設けられるのは望ましいことだと思 う｡

そして東南アジア研究についての,現在のア

メ リカと日本 との問のギャップが率直に認め

られなければならないと思 う｡
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イ ン ドの水田土壌調査に行 って

久 馬 剛

高 谷 好 一

この旅行 は京都大学農学部 川｢｣研究室でお

こな って い る東浦 アジアな らびに南 アジアの

比較水 田土壌学的研究 の一部 と しておこなわ

れた ものであ る｡

調査隊 の編成は川 口教授 (土壌),久篤 (土

壌),高谷 (地質) の 3名であ った｡ 3名は 1

月 9日 (1968年)Delhi着, 2カ月余のサ ン

プ リング作業をおこな った ｡ ただ時間的に 2

カ月間のイ ン ド滞在が許 されなか った 川口教

授はサ ンプ リング作業 には参加せず,久.日工

高谷が接触 しなければな らない関係機関に紀

行 して便主用J;-与を依頼 して まわ り,先 にイン

ドを離れた｡久馬,高谷はガ ンジス流域か ら

イン ド東海岸 にはい り, 3月15日,Madras

か らセイ ロンに渡 るまで,全行程を陸路ぞい

にサ ンプ リングを続 けた｡以下 の報告 は, こ

の旅行中の経験 を簡単 に しるした ものであ る｡

前半 に地方旅行の概況を,後半 にイ ン ドの農

業研究機関 のご くおおざっぱな紹 介をお こな

っ た ｡

地 方 旅 行

1. 地 図 類

実際にはそれ らの入手はほ とん ど不可能であ

る｡理 由は軍事機密に同す るというので あ る｡

したが って,ふつ う一般人が 入手 しうる地 図

類は下記の ものと考えてよい｡
一般地形図 と しては,

InternationalMapoftheWorld

l:1,000,000

1960年第 7版発行｡原則 と して等高線間

隔 150m｡10色刷｡Survey oflndiaに

おいて印刷｡ 1枚2.5ル ピー｡

PhysicalMap1:1,000,000

1960-65年頃第 1版発行｡原則 と して等

高線は 150m｡地形学的な 特性がわか り

やす く表現 してあ るのが特長｡10色刷｡

Ministry ofScientific Research and

CulturalAffairs,India において製作｡

1枚 6.2ル ピーo

WorldAeronauticalChart1:1,000,000

1960-65年頃｡RAF1:1,000,000Aero-

nauticalChart(byWarOfnce.Lon-

don)に基づいて製作｡SurveyofIndia

よ り発行｡等高線間隔 1,000フ ィー ト｡

8色刷｡ 1枚 3ル ピー｡

なお RoadMapのた ぐいと しては,

RoadMapofIndia1:2,500,000

主要町村問の距離が km単位で示 してあ

る｡1962年第 2版が Surveyoflndiaよ

り発行｡ イ ン ド全域を 1枚につづ った も

ので 4ル ピー｡

India&AdjacentCountries,

40milestoユinch

州別に色わけ してあ るが,イ ンフ ォーメ

ー シ ョンはそれほ ど多 くない｡1962年,

第 4版が Surveyoflndia よ り発行｡

イ ン ド全域を 1枚つづ りに した もので 3

ル ピー｡

これ らの他に 1:4,000,000 ぐらい∽スケ

ールで数種 の ものが発行 されてい るが,主要

大縮尺 の地 図はないわけではない｡ しか し, な ものは上記の ものでつ きるであろ う｡ こう
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した地図類は政府の MapSalesOfhce -行

けば簡単に購入できる.MapSalesOfnceは

Delhi,Calcuttaにある｡Surveyoflndiaの

ある DehraDunにもあるであろう.他にも

あるのか もしれないが筆者達は正確な知識を

もっていない｡

2. 車のチャーター

採取 しなければ ならない 土壌 サ ンプル が

500kgをこす ことが 予想 された｡それに,

われわれ 2人とさらに案内について くれるイ

ンド人研究者をいれ ると,その荷重か ら考え

てどうして も足まわりの強いジープが要求さ

れた｡われわれはこのため日本にいる時か ら

手をうってみた｡ しか し,結局 このジープさ

がLは失敗におわった｡ジープを提供できそ

うな業者はいなかったわけである｡

われわれが最終的に入手 しえた車は "Am-

bassador"と呼ばれる 1500ccの中型車であ

る｡乗用車だけに居住性はよいが,重荷重に

耐えうるかどうかははなはだ疑問だ｡われわ

れは最初の予定の DelhトMadras直行案を変

更 して, Calcuttaで旅を二つに 分けるとい

うことで,荷重の軽量化をはかることにした｡

Calcuttaまでの採集サ ンプ ルを Calcuttaか

ら日本に送 り出し,ふたたび空身で Madras

に向け出発す るという方法である｡だが,こ

れは,時間的に余裕のないわれわれには苦 し

いことであった｡船積みなどのために貴重な

時間をさかれた くなかったのである｡

こうした 不利はあったが, HAmbassador''

はそれなりの利点を ももっていた｡インドで

走っている中型車の約 9割がたがこの "Am-

bassador"であるという事実である｡万一故

障がおこった場合,修理がどこで もできるだ

ろうということは大きな利点と考えられた｡

ところで長距離 レンタカーの場合ふつうは

AutomobileAssociation というのが 車のあ

っせんを して くれ る｡ この Associationはい

ろいろな情報をもっていて, レンタカーのあ
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っせん以外にも種 々の旅行相談に応 じて くれ

る｡ しかし,われわれはこれには頼 らず,大

使館の鈴木農務官に依頼 し同氏を通 じて,串
の調査をはかることにした｡大使館に出入 り

す る信用のおける業者の中か ら,いい ドライ

バーと車を選んで もらおうというのであるo

実のところ,われわれが もっとも心配 したの

は車にすべての荷物を積んで旅行 しているの

だが,ちょっとサンプ リングにおりている問

に車 ごと逃げられはしないかということであ

った｡ 日本出発前のインドにかんす る情報は,

われわれにそうした想像をさせるに充分なも

のが多かった｡われわれは何よりも信頼でき

るドライバーの必要性を強調 し,その希望は

鈴木氏のおかげで完全にかなえられた｡

レンタカーの条件は,毎 日かなりの距離を

走 るということで,マイル ･ベースで計算す

るというふうに話がまとまった｡ 1マイルあ

た り0.7ル ピー,別に ドライバーの宿泊費と

食事代として 1日30ルピーを支払 う｡ほかに

は一切の出費はないというものである｡ただ

Calcuttaで車を乗 りすてた場合,Calcutta-

Delhi問の帰路を 900マイル として,その分

のマイル ･チャージと3日分の ドライバ-の

宿泊費を追加支払いす るというものである｡

この条件で約20日間使用 したが,結局 1日平

均 160ルピー,マイルあたりにす ると 1.1ル

ピーのレンタカーを したことになった｡

旅行の後半に使 う車は先行 した川口教授の

依頼で,Cuttackの C.R.R.Ⅰ.がチャーター

の話をまとめて くれた｡同じ "Ambassador"

であるが,Delhiでチャーターした のよりは

型は古い.それに今度の ドライバーは英語が

話せない｡ しか し,前半の旅行ですでに,わ

れわれはインド旅行の経験者になっている｡

充分旅行がや りおおせ るだろうという見通 し

があった｡ こうしてわれわれは旧型の "Am-

bassador''に,どちらかといえば田舎者の,

そのかわ りより善良そうな ドライバーをえて
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旅行を楽 しむ ことにした｡チャーター0)条件

はオーナーにiF1-.の使用量 として 1日50ル ビー,

ドライバーに宿泊な らびに食事代と して 1｢I

IOル ピー, 別に ガソ リン, オイルは 実製を

こちらが 支払 うというものであるoMadras

でふたたび _車を 乗 りすて るか ら, Madras-

CuttackH-Hの帰 りは実習を支払わねばな らな

い｡ こうして,毎Ljだいたい 150マイル 平均

oj走行距離で約 1カ月使用 したが, 返中 の料

金を加算 して,結果は 1Liにつ き約 100ル ピ

ー,マイルあた りにす ると 0.6ル ピーという

ことになった｡

施行後, レンタカーの条件にかん して検 討

してみた結果,地元の人の手を通 じてチャー

ター した ものが 一一番 や す く,Automobile

ることが判明 した｡ちなみに,ガソ リンは 1

リットルあた りふつ うは 1ル ビ-強であった｡

道路の状態は予想以上によい｡乗用車 に重

いソイル ･サ ンプルを積んで完走できたのは,

ひとえにこの道路状態のよさによるものだ っ

たと考え られ る｡全走行距離 12,000km のう

ちで未舗装部はほんの 2-3km そこそこで

はなか ったか と思われる｡ これは予想外 のこ

とであった｡ しか し,たとえ舗装はあるに し

て もその程度が州によっておおいに違 うのに

も同時に驚か された｡ Uttar Pradesh 州lTJJl

身の最初の ドライバーが 州 境を 越えて 隣の

Bihar州にはいったとたんに,はきすて るよ

だめなんだ./｣州意識の 強い イン ドでは 他

州にケチをつけるのがきっと快いのであろう｡

しか し,同時に,た しかに彼の主張は真実で

もあったoU.P.と Biharとでは道路の補修

に くらべ ものにな らない くらいの差があった｡

自動 車旅行者 にとって もっともあ りがたい

のは,どこの州 にいって も,かな らず道標 と

マイル ･ス トーンが完備 していることであろ

う｡旧柚上山出0)共通 した長所といえ るか もし

れな い ｡ もっとも,われわれ にとってちょっ

としたとまどいを起 こさせたのは,マイル里

位とキロ里位の混合使用があったことである｡

今度の旅行では,サ ンプ リングというめん

どうなイ土井のためにどうして も二車C/)チャータ

ーをおこなわなければな らなか った｡ しか し

急がぬ旅な ら汽車とバス0)利用がかな りC/j杵

度にまでできるであろう｡特に北 イン ドでは

鉄道網の発達がよい ｡~南イン ドと申央イン ド

では長距離バスがよ く発達 している｡

3. 宿泊施設と食事

前.記 1:2,500,000道路地図には各地方の

1'眉目施設が記号で書 き入れてあるoたとえば,

コ:Placeswhereboard and lodging are

available,

A iPlaceswhereonlylodginglSavailable,○:Otherplaces

といったた ぐいの分類が してある｡ これは旅

行計画をたて るのに大いに役立つ｡

こうした一般のホテル以外に,実 際には レ

ス ト-ウスが普遍的にほとん ど人 口数千以上

の町な らどこにで も存在 しているo そして,

手づ るさえあればこれに泊 るのが もっとも実

質的である｡いろいろな種類の もojがあるよ

うであるが,多 くは州政肝のインスペ クショ

ン ･バ ンガロウのた ぐいだ｡日射こは町など地

方自治体の符理 しているレス ト-ウスもある｡

われわれは主 として,,zHL封本省闇係のバ ンガロ

ウに泊まることが多かった｡前 もって通路 さ

え しておけば,たとえ一般の旅行者で もこう

いうところに狛まれないことはない らしい｡

レス ト-ウスは時に一流ホテル以上の豪 隼

ti:もcDもあるOたとえば近年, 漕削計画 にと

もなって,ダム ･サイ トに建設 された公共車

業省のあるレス ト-ウスなどは,ダム全休を

見渡せ る特等の地を古め,客圭は冷1)]･完備の

には もっと質素な ものが普通である｡ '6くC/)

レス ト-ウスは大伴か らぶ J-'卜が った最岨機
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とはだかのベ ッドだけというのが標準である｡

こうした所では原則として食事はついていな

い. したがって到着 したらまず第-にしなけ

ればならないことは,ボーイにお金を渡 して

食事の用意を頼むことである｡彼 らはそれか

ら市場に行 って材料を買い,料理をす る｡

こうした レス ト-ウスの多 くは先にも述べ

たごとく, もともとが公務出張用にできたも

のであるか ら値段 も安い｡公務をおぴた人で

あれば宿泊者名簿に "Duty''と書いて,だい

たい0.5ルピー ぐらい支払えばよい.電気代

を支払 うというのが原則 らしい｡私用の場合

はもう少 し高いが,それで も1-5ルピーであ

る.同じ程度の設備の 地方のホテルが 5-20

ル ピーの部屋代を課すのに比べればかなり格

安な値段といわねばなるまいO

ここで少 し注意を換起 しておかねばな らな

いことは,ホテルにしろレス ト-ウスにしろ

こうした地方旅行をおこなうには,ス リーピ

ングバ ッグか毛布を持参 したほうがよいとい

うことである｡さらにできうることな ら,蚊

帳をもってまわることだ｡蚊取線香で もよい｡

しか し,渦巻状の日本製のよ く利 く蚊取線香

は実のところインドでは手にはいらない｡ま

った くききめのないのはスプ レ-式の殺虫剤

である｡ 日本 とちがって,多 くは天井がばか

に高い大きな部屋で,おまけに窓がふつ うは

密閉できないか ら,薬がす ぐに消散 して しま

う｡われわれは蚊取線香 も蚊帳もない時には,

胴体を厳重にス リーピングバ ッグで くるみ,

顔を天井か らつ るした扇風機の真下において,

一晩中送風 しなが ら眠ったことがある｡防虫

効果は満点で,なれると快適でさえある.

か らいということに加えて,近頃の食糧危

機ニュースもあって,インドの食料にかんす

る一般 日本人のイメージはかなり悪いと思わ

れる｡ しか し,実際にはそれはけっして旅行

者にとって決定的な打撃を与えるほどのもの

ではない｡とにか く,体力を維持 してゆ くに
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充分な栄養と量はふつ うにとれるといってよ

いのではなかろうかo具体的な食事の内容を

示すと次のとおりである｡朝食はゆで卵かオ

ムレツにチャパティとお茶｡これは, レス ト

-ウスでボーイに頼んでおけば用意 して くれ

る｡ レス ト-ウス以外で食べようと思えばお

茶にちょっとしたお菓子がある｡インドでは,

どこで もスウィー ト類がかなり発達 している｡

たん白質を豊富に使用 したスウィー トが多 く,

栄養は満点で ある｡ この程度の朝食ならばふ

つ う1-2ルピーどまりである｡昼食はたい

てい,移動中は町の食堂でたべ るようになる

であろう｡中程度の町ならどこにで も米とカ

レーを食べさせ る店がある｡カレーは何種類

もあって,好みによって選ぶことができる｡

日本で悪名高いのはこの種のカレーであろう.

しか し,これ もとび上がるほどか らいもので

はないCただし, もしか らい物がどうして も

苦手だという人には,ノン ･ヴェジク リアン

の店を推せんす る｡ヴェジク リアン専門とい

われている店はさらにか らい味付けが してあ

るという話である｡ふつう4品 ぐらいのカレ

ーをとって,支払いは2- 3ル ピーであるo

夕食は, レス ト-ウスで別注文す る方法がよ

いO依頼すれば,親を買ってきていろいろ料

理を して くれる｡海岸地帯だと魚のカレー煮

やフライもきわめて普通である｡別注文だか

ら,いわゆる時価であり,値段が一定 しない｡

それで も1人10ル ピーを請求 されると,今夜

はす ごく高いじゃないかといぶかる程度のも

のである｡そして,たいていは満腹する以上

の量がある｡

ただ,インドにかぎらずいずれの土地で も

そうなのだが,最大の問題は生水ではないか

と思われる｡いっしょに旅行 したインドの研

究者達は,どこで も何のためらいもな く,コ

ップに何杯 もの生水を飲み干 していた｡実に

うまそうなのであるが,われわれにはそれほ

ど大胆な勇気は出なかった｡ この-んが一種
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久棋 ･高谷 :イン トの水田_L壊調査に行 って

の限界でなかろうかといつ も考え るのであ る｡

農 業 研 究 機 関

今回の調査にさい して,われわれが接触 し

た農業研究機関の うち,連邦政府所属の もの

は次の 3機関であ った｡

IndianAgriculturalResearchlnstitute

(I.A.R.I.)

IndianCouncilofAgriculturalResearch

(Ⅰ.C.A.R.)

CentralRiceResearchInstitute

(C.R.氏.Ⅰ.)

他は いずれ も 州政府 に 属す る Agricultural

Researchlnstituteあるいは農科大学であ っ

た｡

Ⅰ.C.A.氏.には Delhi到着後, 大使館の 鈴

木農務官の紹介で訪問 した｡ これは,全 イン

ドにわた る農業および畜産関係の研究 の促進,

指導,調整 と農業教育を管轄す る機関である｡

同時にこれJはまた,外国の農業研究機関 との

接触の窓 口に もなってい る｡今回,われわれは

実質的な接触 は もたなか ったが,今後農業闇

係の調査な どを行な う際には,まず ここと最

初に連絡を とれば好都合なことも多かろうと

思 われ る｡ DeputyDirectorGeneralの Dr,

KanwarもtF.式な依頼があれば,最大限の便

宜をはか るといってお られた｡ただ今回のよ

うにで きるだけ多 くの時間を フィール ド- 也

て,調査を行ないたいなどというよ うな時に

は, このルー トは,あ るいはあま りに儀礼的

な面が多す ぎて,実質的でな くな る恐れがあ

るか もしれない｡Ⅰ.C.A.R.では各種の印刷物

を出版 し,一般に も市販 している｡その中に

は "Riceinlndia'',"SoilsofIndia"などの

ようにかな り文献的価値 の大 きい もの もある｡

Ⅰ.A.R･Ⅰ.と C.R.氏.Ⅰ.についてはすでに渡部

忠世氏が ｢東南 アジア研究｣2巻 4号 に紹介

の記事を書 いてお られ る｡前者は 日本 の農業

技術研究所 にあた るものと考えてよかろう｡

後者は稲作に 対象 を 限定 した 中央丁軒先所で

あるo Ⅰ.A.RI.は Delhiの 西郊外 にあ り,

C.R.R.Ⅰ.は カ ル カッタの南 カタ ックにあ る｡

I.A.R.Ⅰ.は Agronomy,Botany,SoilScience

andAgriculturalChemistry な どの部門に

わかれてお り,それぞれ多少 とも基礎的な研

究を行な う一方,大学院の M.S.および Ph.D.

コース0)教育を もおこな っている｡われわれ

揺,主 として この研究所の一部門とな ってい

る AlllndiaSoilandLandUseSurveyの

ChiefSoilSurveyer,Dr.S.Ⅴ.GovindaRa-

jan に接触 した｡ Delhiか ら Calcuttaまで

の問の土壌分布 の 概略を 開いた り,各 州の

SoilSurvey関係の係官にサ ンプ リングサイ

トの選定や案内を依頼 して もらった りな ど,

主要な便宜は この人を通 じてえた ものであ る｡

同所は調査活動の面では, この Dr.Govinda

Rajan の指揮 の もとに,今 250万分の 1程度

の SchematicSoilMapがで きつつあるとい

ったところであ る｡ しか し,その凡例か らう

かがえ る Soilunitには, どうや ら国際的な

対比 の上で問題があ りそうなふ しがみ られた｡

Delhi,Nagpur,Bangalore,Calcuttaの 4カ

所 に SoilCorrelationOfRce をおいて総括

作業 を おこなっているが, Calcutta のオフ

ィスを訪ねた時の印象では,あまり精力的な

活動はないように受 け取れた｡各州で独白に

おこなわれてい る土壌調査の結果の全円的な

対比,総括 という仕事な ども効率 よ く進め ら

れてい る段階ではないように思えた｡

Ⅰ.A.R.Ⅰ.の他 の部門ではわずかに SoilSci-

enceandAgriculturalChemistryDivision

の Dr.N.P.Dattaに出合 ったに す ぎないが,

ここで興味ある資料を もらった｡ SoilTesト

ingの結果 を もとに District単位 で, 栄

および小麦に対す る肥料三要素 の応答可能性

を図示 した ものであ る｡ Ⅰ.氏.Aエ の図書館は

建物 , 内容ともに立派である｡館員 も有能か

つ親切だ し,マイクロフィルム ･サービスな
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どもあって,利用 しやすい｡

cuttack にある C.R.氏.Ⅰ.には 川口教授が

先行 して,Directorの Dr.Padmanabhanや

AgriculturalChemistの Dr･Pathaikと密

接な連絡がとられたOおかげで,Orissa州以

後のスケジュールの立案をはじめ,各州の農

業研究機関-の便宜供与の依頼か ら,自動車

の借 りあげの交渉まで,あらゆる手はずが実

にスム-ズに処理 された.われわれ両名はこ

の適切な処置に最大限の敬意を表 し,可能な

最大限の時間をフィール ド調査にあてたもの

である｡

たまたま,われわれが こ の C.R.Rエ を訪

れている時には,この研究所では前年度の仕

事の成果を連 日,セ ミナー形式で発表 してい

る時で もあった｡そして,わ れ わ れ も1日

Agronomyの報告を聞 くことができた｡ここ

の Agronomist達が手がけている仕事は次の

ようなものであった｡

(1)SoilFertilityandFertilizerUse.(2)

VarietylntroductionofFertilizer.(3)Cul-

turallnvestigations. (4)Crop Sequence

andCroppingPattern.(5)WeedControl.

(6)IrrigationandWaterArrangement.(7)

AgriculturalMeteorologyand CropWea-

therRelationship.(8) Production Econo-

mics.(9)AgriculturalExtensionandNa-

tionalDemonstrationTrials.

報告の中でたとえば 6月か ら翌年 5月にかけ

て水稲 3作をおこない,年間計 15ton/haの

収量をあげたとか,Orissa の NationalDe-

monstrationTrialで 10.8ton/haという全

国一の高収をあげたというような話がでて く

る｡われわれがそれまでに調査 してきた各地

の水稲の収量の低さが信 じられないような話

も多かった｡ともか くここでおこなわれてい

る研究はわが国の多 くの農業試験場などでお

こなわれているものと大差ないといってよい｡

しかし,われわれはこうした研究成果がイン
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ドの現状の中でどういう意味をもちうるのか

という疑問に襲われるのを禁 じえなかった｡

以上が連邦政府に所属す る研究機関のうち

で,われわれが訪問の機会をもったものであ

る｡ところで,もし,対象がかりに特定な-

州のみであるような場合には直接州の機関に

接触す るほうにより実質的かもしれない｡州

政府からわれわれが受けた援助 も中央政府の

それにおとらず,非常に大きなものであった｡

今度の調査では,UttarPradesh,Bihar,West

Bengal,Orissa,Madhya Pradesh,Andhra

Pradesh,Madrasの 7州を歩きまわったが,

このうち,AndhraPradeshをのぞ く他の州

では,いずれ も州0j DepartmentofAgri-

culture に属す る AgriculturalResearch

lnstituteが 全 面 的 な 援助を して くれた｡

AndhraPradeshでは最近機構がかわり,敬

育および研究は州の農科大学に付属 し,普及

が DepartmentofAgriculture に属す るよ

うになって,われわれは大学の中 の研究機関

としての AgriclllturalResearch Institute

に接触 し,ここか らの援助をあおいだ｡普通

の場合,州の AgriculturalResearchlnsti-

tuteは AgriculturalCollegeと同一場所に

あり,前者が研究,後者が教育 という分業を

している｡土壌関係の仕事はかつてはすべて

AgriculturalChemist の管轄下にあったよ

うであるが,現 在 では 州に よっては, Soil

Survey部門と SoilChemistryandFertility

部門とにわかれていることがある｡今度の調

査範囲内では Bihar州の SoilSurvey部門

は特別めだった存在で,もっとも積極的に能

率よく仕事をしているように思えた｡

州の研究機関では当然のことながら,外部

ではえられないような,その州に関す る最 も

詳細な資料がえられる｡実際,それぞれの州

単位で印刷出版 している報告書の類の中には

資料としてかなり価値の高いものもあるよう

である｡おそらく,こういうものは外部では
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その存在す ら知 られていないものなのであろ

う｡

各州でわれわれが受けた暖かい待遇には,

忘れ難いものがい くつかある｡多 くの州では

AgriculturalChemistか SoilSurveyO用_-

cerが調査に同行 して くれて,サ ンプ リング

地点の選定か ら試坑の用意,はては宿泊,負

事の面倒までみて くれた｡また調査用の自動

婦を出して くれた場合 もある｡こうして,す

くな くともわれわれの経験 した限 りでは,イ

ン ドの農業研究機関は外国人訪問者に対 して

きわめて親切であり,調査などのためには種

種の便宜をはか って くれ るように思えた｡と

ころで,こうした援助を受ける側のわれわれ

としては,返礼の用意を してお く必要がある｡

日射こはセ ミナーの開催を要求 された りす るか

ら,あ らかじめそうしたことに対す る党悟を

してお くことが必要だ｡研究成果のスライ ド

などを持参 してゆ くことは, もっとも賢明な

方法であろう｡実のところ,Biharや Andhra

Pradeshでそれを要求 され,不用意なわれわ

れは大いに而くらった次第である｡ Cuttack

では川 ｢†教授が立派なセ ミナーをや られた後

であ り,われわれが到着 した時にはたい-ん

な好評をは くしていた｡

再 び 北 タ イ よ り

- ラフ ･ナ譜の調 査 -

桂 満 希 郎

日 程

4月初めに試験が終了す ると, 6月申頃ま

で大学の夏休みとなる｡ この休みを利 用 して

北部タイで仕草をすることについては,ずっ

と前か ら考えていたのであるが, 今度や っと

2週間ばか り自由な時間が持てそうな見通 し

がついたので,大急ぎで旅行届を提出し,あ

ちこちに電報を打ち,バ ンコクか ら出て行け

ることとなったのである｡ 4月23畑 汽 中二に

てバ ンコク発,24日朝チェンマイ着, 1泊 し

て25日の飛行機でチェンラーイ着,す ぐ車を

やとってメーチャンまで出かけ,いちおう郡

長に表敬,その日はチェンラーイにもどる0

26日朝,チェンラーイ県知事に面接の後, 再

度ジープでメ-チャンに行 く｡さらにエコム

(ChiangRaiHilltribeWelfareSettlement)

まで約15キロを行 く｡ニコムの所長 (Super-

intendant) に面接 の後, セ-ンチャイ村お

よびアルー村(共にアカ族)に出かけ, 会う

べき人に会い, 面接すべき人 に面接をすませ

てか ら,仕事の打ち合わせをす る｡今回の什

事の目的, 内容, 方法等を説明 した後, イ

ンフォーマント として 働いて くれ る 予定 の

C,Th.氏 (ラフ ･ナ族)を連れてメ-サーイ
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に行 く｡明 くる27日より5月 9日の夕方まで

の約13日間,ここに滞在 して,午前,午後,時

には夜 と,近 ごろはや りの ｢インテ ンシブ ･

メソー ド｣で仕事をす る｡ 5月 9日の夕方,

彼をニコムまで送 りとどけてか ら,私はチェ

ンラーイにもどり, 1泊 した後10日早朝バス

で出発,同夕方チェンマイ着,明 くる11日午

後の飛行機でバ ンコク帰着 という旅程である｡

以下,今回の旅行,調査について取 り止めな

いことを記 して ｢現地通信｣ としたい｡1)

チェンマイ- チェンラーイ-

ニコム- メーサーイ

4月24日,チェンマイに着 くとさっそ く輪

タク(サムロー)をか り上げて街を見てまわる

ことに した｡私は1964年 9月か ら1965年 4月

までアカ語 の現地調査をや っていた際, この

チェンマイを基地 とし,時 々もどって来ては

休息 していたのであるが,わずか 4年前 とは

言え,その当時 と比べ るとよ く変わった もの

だと思 う.1967年11月にここへ来た時には,

変わった変わったと言われなが ら大 して変わ

っていないではないか という感が したのであ

写真 1 チ ェ ンマイの町

1)今回の旅行に際し, ChiangRa主Hilltribe
WelfareSettlement,セ-ンチャイ村, アル

ー村,チャチョ-ランバ村に対 し深 く感謝する｡

なお,人名はすべて頭文字のみを記することに
する｡
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写真2 チ ェンラー イの町

るが,それは私が街を見てまわることをおこ

た ったためで,今度ゆっくり見て歩いた とこ

ら,やはりチェンマイは変わったと言わざる

を得ないだろう｡今までに見 られなか ったよ

うな大きなホテル,今までにも見 られたよう

なあまり大 きくない旅館が急激に増え,それ

につれてバー,ナイ トクラブ,トル コ風 呂 (冒

本 の名前ばか り),売春屋が 非常に 多 くなっ

ている｡要す るに,バ ンコクの繁華街,特に

"New PetchaburiExtension" (日本大使館

が新築移転 した辺)の雰囲気に近 くなってき

たと言えば当たっているであろう｡今 まで,

北 タイで フィール ド調査をや る者 にとってチ

ェンマイは非常に良い休息の地 となっていた

が,現在あるいは将来のチェンマイは現地調

査の基地 としての適切 さを大 きく失 ったと言

わなければな らない｡ これか ら北タイで フィ

ール ドをや る者にとって, ここに基点を置か

なければな らない理由は何 もないであろう｡

チェンラーィ,メ-サーイあるいはメーサ リ

エ ン等がよ り適当な場所 として取って代わ り

つつあると言えよう｡

チェンラーイの空港は大変立派になった｡

私が最初にここ-来た1964年 7月には未だ舗

装がな く,水牛が水たまりのそばで草を食べ

ているような滑走路であったが,同年の10月

には舗装工事が始め られ,12月末には立派に

出来上が り,今来て見 ると小 さな木の掘 っ建
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て小屋に引き変え, 3階建の鉄筋コンクリー

トの建物が出来ている｡ これは結構であるが,

お定まりの通 りあちこちに "U.S.AirForce"

というのが目ざわりであるOチェンラーイの

街は以前よりよ くなった｡全体に小ざれいに

な り,商店が増え,前よりも活気が出てきたよ

うである｡ここか らメ-チャンまで30キロ,

そこか らニコムまで15キロを行 くための｢足｣

が必要 となる｡ 4年前にはこれを行 くのに,

(1)途中までバスで行 き残 りを歩 く,(2)前 もっ

てエコムに連絡 しておいてジ-プを出して も

らう,(3)チェンラ-イ県庁の好意でジープを

出して もらう, このいずれか しか方法がなか

った｡今度来てみるとタクシーがあり,質 し

ジープもあると言 うo 自分 白身の｢足｣を持た

ぬ者 にとって誠 に有難いことであるが,これ

は恐ろしく高 くつ くOジープの場合,自分で

運転 し,燃料費等を 含めて, 1日500バーツ

をみておかねばな らない｡距離数 には関係な

いが,この辺ではジープが非常に責重である

こと,道路が悪いため卓の損傷が大 きいこと

などの原閑で高 くなっているのであろう｡チ

ェンラーイの街の北を流れ るメ一 ･コック河

を越えて 北-30キロ ほどでメ-チャンに着

く｡チェンラーイ県 の山地民族の主な ものは,

主 として, この河より北に 住んでいる｡ こ

のメ一 ･コック河 とビルマ国境 とパホンヨー

テ ィン道路に閉まれた部分がいわゆる "Mae

KokRegion"であるが, タイ国中で も最 も

面白い地域の一つ と言えるであろう｡ この地

域だけで,タイ国に住むチベ ット･ビルマ系

民族のすべてが代表 されていると言える｡メ

-チャンか らエコムまでの道はずいぶんよ く

なった｡前回にはこの道を行 くのに3時間余

り掛 ったことがあるが,今回はまだあまり雨

が降 っていないためか大 した困難 もな くニコ

ムに着いた｡

ニコムに着いて,前にはなかった もので,

最初に目に入 ったのは,おびただ しい数のメ

オ族である｡ この辺では,メオ族 というのは

あまり多い種族ではな く,ニコムの中 で彼 ら

に会 うことは まずなかったので あるが,100

家族あまりがず らっと小屋を建てて住んでい

る｡｢村｣ と言 う よりは ｢難民 収容所｣の感

じがす る｡話を聞 くと,最近チェンコーン地

区で共産ゲ リラが激化 したために,戦闘地域

に当たる村が移住させ られ,ここ-やって来

たと言 う｡さらに 100家族 ばか りが移 って来

る予定だと言 う｡近 ごろナ-ン広い ゥン ･チ

ャーン地区,チェンラーイ県チェンコーン,

チェンカム地区をはじめとして,北タイにお

けるゲ リラが激化す るにつれて,メオ族を筆

頭に山地民族対策がタイ固政府にとって頭の

痛い問題となってきているが,根本的には,

タイ国政府がごく最近になるまで両地民族を

まじめに取 り上げることをおこた り,ほった

らか しておいたということが最大の落度であ

ろう｡戦闘地域に当たった止持出民族の村の移

転に伴って,政f狛まかなりの予算を組んで被

らの便宜を計ることに努めているようだが,

こういった政策 も末端に至 ると必ず しも計画

写真3 水を運ぶラフ族の男の子
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通 りに 進んでいないようである｡2)この 両地

民族の問題は,よほど謙虚にまじめに対処 し

なければ,｢お土｣が ｢人 民｣に対す るとい

うや り方ではうま く統治 してゆ くことは出来

ないであろう｡

エコムか ら5キロ行 くとセ- ンチャイ村に

着 く｡ この村は,北タイか ら東 シャン州南部

にかけてのアカ族の村の小で も,最 も大きな

村の一つであろう｡タイ国でアカ族に関す る

調査を行なう場合,どの村をフィール ドに選

ぶにして も,まずセーンチャイをぬきにす る

ことは 出来ないだろう｡ 村長は タイ国にお

ける全アカ族の長 ということになっており,

仕事をスムーズに進めるためには,まず彼を

立ててかかる必要がある｡彼の人物なり, も

ののや り方なりに賛成す るにしろ反対す るに

しろ,彼および彼一族のこの辺一帯における

インフルエンスというのは動かせぬ事実であ

るか ら,アカ族の調査をす る場合,その調査

が広 く深 くなればなるほど,この事実を無視

す ることは出来な くなるだろうOまた,セー

ンチャイ一族をはじめとして, この村のアカ

写真4 チェンマイの町へ出てきたメオ族

2)㌻7y野川晶 u"懲1つLm7um 別謝' 鮒 7

cy

3JT題 の川 内･- の および 鮒り露 描
q一′ q

g ._ A,
別W 知̀り附･--･"郎日射汀雷のGiLN･u･由か

6161
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族は非常に ｢か しこい｣者が多い｡ この ｢か

しこい｣ と言 うのはわれわれが都会で言 う意

味での ｢か しこい｣であるが,この点でセ-

ンチャイ村のアカ族は他の村のアカ族に対 し

一段 と勝 っている｡この事 も調査をや る際,

見えておけば何かと便利な ものである｡

セ-ンチャイ村か らさらに3キロほど歩 く

とアルー村であるO この村は4年前 と比べ る

と全然活気がな くなった｡3) アルーか ら話を

聞いてみると,昨年ちょっとした意見の くい

ちがいか ら,村の長老格の 1人が,徒歩で 6

時間ばか り入 った所に新 しい村を開いたと言

う｡その際,20家族余 りが彼について新 しい

村に移住 し, 4年前には若い美人の多い華や

かな村であったのが,彼女 らのほとん どが移

住 して しまい,現在では子供 とすでに妊娠 し

た者を除 くと,本当の ｢女｣ というのは 1人

か 2人 しか残 っておらず,それ も他に移 って

ゆきそうな気配を見せている｡男子 と女子の

数がつ り合わないため,圧倒的に多い男か ら

の要求をさばき切れないというのが理由のよ

うである｡今では,歌の録音す ら困難になっ

ている｡ これか ら先 どうなってゆ くか,今後

の見 ものである｡

メ-チャンか ら北-ほとんど貢っす ぐ35キ

ロほどでメ-サーイであるOメーカムを過ぎ

たあた りか ら景色が ぐっとよ くなる｡ フォイ

･カイを過ぎるとす ぐメーサ-イに入 る.調

査 (滞在)場所 としてメ-サ-イを選んだの

は,ここな らば町の中 にいて もアカ族やラフ

族等に会 うことはわけないことであり,必要

な らばいつで も彼 らに 接触 出来 るか らであ

る｡タイ国最北端の町であり, ビルマのタチ

レイツ (Tachilek)との問にあまり大 きくな

い 河があり,その河の橋の真ん中 に引かれた

2本の線が公式の国境になっている｡ したが

3)アル-村,セ-ンチャイ村における調査につい
ては,私の ｢アカ語の現地調査 から｣『東南ア

ジア研究』第3巻第3号,1966,参照｡
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写真5 針仕事をするアカ族の少女

(アルー付にて)

って,その辺一帯の通商なり交通な りの要所

になっており,大きな立派な~市場は,土地の

タイ人 (Khonmbang), シャン族, ビルマ

人,中国人,由か ら来たL吊也民族等でにぎわ

っている｡ メーチャンは暗 くなると同時にし

-んとしずまるのに対 し, ここは 真 夜 中まで

にぎやかである｡ ここの山地民族は,アカ族,

ラフ振, リス族,ヤオ族等が多 く,タイ側に

住む者だけでな く,時には ビルマのラーショ

ー (Lashio)あた りか ら来たと言 う者に会 う

ことも出来 る｡その他,少数なが ら,パ ラウ

ン族,ワ族などがふ らっと入 って来 ることも

ある｡ 各 地に 点 々とキャンプを 持つ ｢7-il艮荒

(KMT)の兵隊, SIA (Sham lndependent

Army)の適中 , KIA (Kachinlndepelldent

Army)の隊冒等にも会 うことが 出来て, 也

/L(1とその 辺-一一J,Fupの 事情を 聞き 取 ることが出

栄,なかなか西洋~1い所である｡ したがって,

仕手の 地に 付 もす る 事がない 退屈さか らく

る精神的疲労 というものが 全然 な く, ここ

を滞在場所に選んだことは非常に適切だった

と思 うo 廿里がす′んでぶ らっと外に 出て茶

などを飲んでいると実に色 々な人間に会 う｡

ある日, ビルマのワ州で生まれたと言うl目玉1

人 (KMT)の T.S.氏に 会ったところ, fI/,_

るといきなり英語で "Whatcan ldofor

you,sir?"と聞かれたのでポカンとしてい る

と,｢ビルマで何かの組織を作 るのな らいつで

も手助けしよう｡｣と言 う｡ 考えてみると,彼

にしてみれば,外国人 くさい人間がこんな所

で両地民を連れてウロウロしているというこ

とは,何かをた くらんでいるとしか思えない

らしい｡ただ好 きで言葉などを研究 している

ということがどうして もピンと来ないようで

ある｡説明 して も分か りそうもないので,｢い

ずれその日出二はよろ しくたのむO｣ と言 って

おいた｡

ラフ族およびラフ語

｢ラフ｣ /la〉hu-/というのは彼 らがl十分

自身を呼ぶ 名前であって, 最 も正 しい 名称

とすべきであるが,他の両地民族 と同様, 哩

ぶ側 の者によって,また色 々と変わった名前

がつけられて いるO 中国人 による /15〇hee/

あるいは /jiw15〇/,雲南省のタイ ･ルー族に

よる /khaa157/,ビルマ のシャン族,クーン

(kh5∂n)族,タイ人 による /musaa/,などで

ある｡ シャン膜のある者は /mgch5〇/と,ま

た--1･部のビルマ人は /musaa/ と呼ぶと言わ

れているが,この最後の 2通 りの呼び方 は,

確かかどうかよ く分か らない｡ ラフ族自身は

｢ラフ ･ヤー｣ /1aYhu-ya〉/≪ ラ フ人≫

であり,何ラフということには関係な く, ラ

フ振全体か ら心よ く受 け入れ られ る呼び方で

ある｡

普通 ラフ族と言 う場合,ラフ･ナ族,ラフ･

ニ板,ラフ ･シ族, ラフ･シェレ族,ラフ･バ

ラ族等を合んでいる｡ ラフ底全体の分布を見

ると,だいたいサルウィン河とメ-コーン河

に はさまれた,ビルマ東北部シャン州と[伸ミ†

/i;南省との国境あた り,すなわち北緯23殿三か

ら21度の問あた りが,最 も人口の多い地 域に

なるようである｡ このあたりを "concentra-

tion''として, 申 田雲両省,北部 ラオス, ど

ルマ東部 シャン州およびカテン州の一周;,北

部タイ国 と,四つの国家にまたがって分布 し
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ている｡ ラフ族分布の南限はタイ国タ-ク県

のラフ ･シェレ (北緯17度あた り)になるで

あろう｡これ らの広大な地域に住むラフ族の

正確な人口はわか らないけれども,だいたい

の推定数は次の通 りである｡4)

中国雲両省----139,000人

ビルマ-------100,000〝

タイ･-------- 16,000〝

ラオス------- 2,000〝

合 計--------257,DOO人

これ らのうち,細かい種族別の内訳はわか ら

ないが,おそらくラフ ･ナとラフ ･ニが大半

を占めているであろう｡ ビルマにおけるラフ

のうち,60,000人 くらいがラフ ･ナによって

占め られ,次いで ラフ ･こ,ラフ ･シ,その

他 となっている｡そして,全 人 口 の 中で約

40,000人 くらいが束 シャン州で も特にチェン

トウンを中心 とす る地域に住んでいる｡タイ

国におけるラフ族は, ビルマとは反対にラフ

･‥が大多数を占めており,約16,000人のう

ち,種族別の内訳は次の通 りである｡

ラフ ･ニ族------10,000人

ラフ ･ナ族----･･3,000〝

ラフ ･シェレ族-- 2,000〝

ラフ ･シ族------- 500〝

ラフ ･バ ラ族-----?

合 計---･-----15,500+ ?人

主な居住地を示す と次の通 りである｡

かっこ内は郡 (amphoe)の名前である｡5)

4)CordonYoung,TheHilZtribesofNorthern
句.Ii

Thailand,Bangkok･1962;ユ四m州 丁討つ静内
耶 つm unyBangkok,1963;Frank M.

Lebar,GeraldC.HickeyandJohn K.
Musgrave,EthnicGroupsof Mainland
SoutheastAsia,NewHaven,1964.

5)ラフ･ナに関しては村の位置までだいたいわか

っているが,いつ移動するかわからないのであ

まり細かいことを言っても役に立たない｡
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ChiangRai (MaeSa主,MaeC血an,Chi-

angKhong,Maang,MaeSuai,

WiangPaPao)

Lampang (WangNBa)

ChiangMai (Fang,Chiang Dao,Mae

Taeng,Phrao,Omkoi)

MaeHongSon (M屯ang,Pai)

Tak (MaeSot)

これ らのタイ国のラフはすべて ビルマか ら南

下 して来た もので,ラフ ･ニが 最 も早 く,

150年 くらい前ではなかろうか｡6)元来 ラフ ･

ことラフ ･ナというのは同じもので,早 くか

ら南下を始めたのがラフ ･ニと言 うことにな

り,言語的には同 じ言語の南部方言 と北部方

言 と見たほうが当たっているか もしれない｡

ビルマか らの南下に対 して,北 ラオスか ら北

タイへ向けての西向きの移動はないようであ

る｡少な くとも,チベ ット･ビルマ系の民族

に関す る限 り北 ラオスか ら来たとか,北 ラオ

ス経由で雲南省か ら来たというグループにも,

あるいは個人にも,まだ会 ったこともないし,

話を聞いたこともない｡タイ国のラフ族は元

来アニ ミス トであるが,ビルマか ら入 って来

た者の中にはキ リス ト教に改宗 した者 もあり,

現在約 250人 くらいの 改宗 ラフがタイ国内に

いるようである｡タイ国におけるラフ ･ナ族

はラフ ･ニ族 とは反対に非常に新 しく,せい

ぜい50年 くらいの歴史 しかないようである｡

すべて ビルマか ら入 った もので,中にはかな

りはっきりと経歴のわかる村 もある｡例えば,

ファーンにある二つの村,パーカーおよびチ

ョロは,1957年に,チェントゥンの南部ムァ

ンサー トにあった一つの村が二つに分かれて

タイ国に入ったもので,チェンダーオの二つ

の村,バ ンホエタットおよびバ ンチャイスッ

クも,やはり1954年にシャン州か らファーン

6)この数字は当てにならない｡タイ語に残る最も
古い記録は約80年くらい前のものである｡
t′q 可 qr

抑5紺J3JLuy抑1J9577nm gG:参照｡
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の北へ入 った一つの村が,チェンダ-オに来

てか ら1962年にこっに割れた ものである｡

ラフ語 と言 うのは通常ラフ ･ナ語を指 し,

これがラフ族の問のみな らず他の山地民族の

間において も非常に有力な言言吾となっている

が,タイ因では人 口の関係上 ラフ ･ニ語を無

視す ることは出来ない｡ ラフ ･ナ譜 とラフ ･

-語 との相異はわずかな もので,これに次い

で ラフ ･バ ラ, ラフ ･シェレ, ラフ ･シとい

う順で相異が大 きくなる｡ ラフ ･ナ語 とラフ

ニ譜 とは何の困難 もな く理解 し合えるが,

ラフ ･ニ語とラフ ･シェレ語 (またはラフ ･

バ ラ諮),ラフ ･ナ語 と ラフ ･シュレ吉吾 (ま

たはラフ･バ ラ語),これ らは互いに理解出来

るが少 し困難を伴 い,ラフ ･シェレ語とラフ

･バ ラ語 とは何 とか理解出来 る程度で, ラフ

･シ語 と他のラフ語 とはほとんど理解 し合え

ず,わずかにラフ ･シェレ語 と何とか理解 し

合える程度のようである｡ これ らの関係を図

にす ると次のようになる｡

｢
ラフ･シ ;

ラフ ･シ語が一番 ｢変わっている｣という

ことになるだろう｡ただ し,これ らのラフ族

はすべて ラフ ･ナ語を話すか,または解す る

ことが出来 る｡ ラフ ･ナ語 というのは数多 く

あるチベ ット･ビルマ系言語の一つであるが,

極めて重要な言語である｡学問的にはどの言

語が重要であるとかないとか優劣をつけるこ

とは出来ないか もしれないが,実用的立場か

らすれば,このラフ ･ナ語はその重要 さにお

いて明 らかに他の言語 に勝るものである｡ シ

ャン語 ･北タイ語 /khammtuat)/が この地域

の平地における共通語になっているのに対 し,

ラフ ･ナ語が高地における共通語となってい

る｡ ラフ族,アカ族, リス族はすべて ラフ ･

ナ語を話 し,理解することが出来 る｡またメ

オ族 ･ヤオ族の一部,中国人の少数 もラフ ･

ナ語を使えるようである｡ これに対 して,ラ

フ ･ナ族で他の高地の言語を話す者は非常に

少な く, シャン語,北タイ語, ビルマ語,:JTi

南官話等の平地の言語をい くらか話す程度で

あろう｡ この地域の山地民族の調査を行なう

場合, シャン語や タイ語を 使 うよりも, ラ

フ ･ナ語を媒介にしたほうがずっと有利であ

る｡ この辺の現地調査をす る者のために,メ

イ語や ビルマ語 と共 に,ラフ ･ナ語のコース

があって もよさそうな ものである｡ ラフ語,

リス語,アカ語 というのは互いによ く似てお

り,彼 らが ラフ ･ナ語を話す というのは自分

の言語と同 じように話す ということで,シャ

ン語やタイ語を話すのとは程度 も質 もちがう

訳である｡ こういった観点か ら,今後 この辺

で現地調査をする人達はラフ ･ナ語の能力を

身につけてお くことが非常に有利だと思 う｡

しか も,他のチベ ット･ビルマ系言語,例え

ばアカ言吾や リス吉吾に比べると,ずっと学びや

すいのはありがたいことである｡ ラフ語,ア

カ吉吾, リス語はチベ ット･ビルマ系の中 で も

いわゆるロロのグループに属するものである

が,これ らに共通 した特徴 として次のような

音韻上の特色をあげることが出来る｡すなわ

ち,いずれ も,C1C2VC3 といった簡単な音

節構造で,C2および C3 は極めて限 られた数

の半母音, 鼻音, 声門閉鎖音等である｡ 単

純な開音節が 圧倒的な 数を占め, 最低三つ

か ら五つあるいは六つに至る声調類があり,

register system あるいは これ と contour

system との結合 した声調を有する｡ また,
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"rp,Y,rh"といった syllabicconsonantsが

見 られる｡ こういったところで あるが, ラ

フ ･ナ語 もこの例にもれるものではない｡具

体的にどのような特徴を呈 しているかは,別

の所で記 したい｡

調 査 ･研 究

インフォーマントの C.Th.氏は,1944年,

ティデ ィム ･チン族を父に,ラフ ･ナ族を母

に,ビルマ西部のティデ ィムに生まれた｡テ

ィデ ィムを出てカチン州の ミッチーナ-で子

供時代をす ごし∴さらにチェントウンにやっ

て来て,バプティス トの ミッション学校に入

ったが, 最後には SIA に加わり,30名ばか

りの兵を率いてビルマ政府軍に対するゲ リラ

を行ない1965年はじめてタイ国に入 り,1967

年には SIA より脱隊,3カ月 ほどファーン

のクー トーン北部にあるクリスチャンのラフ

･ナの村に住んだのち,ヒンテークの南西 8

キロほどのチャ ･チ ョー ･ランバー村(ラフ･

ニ族)に住むようにな り現在に至っている｡

ラフ ･ナ語の他にテ ィデ ィム ･チン語,カチ

ン (ジンポー)請, ビルマ語,それに若干の

シャン語 と雲南官話 とを話す｡この経歴から

みて も分かる通 り,彼のラフ ･ナ語が果たし

て真のラフ ･ナ語を代表するものであるかど

うか不安であったが,幸いにして,他のラフ･

ナ族に当たってた しかめてみたところ完全に

一致 し,この点では心配のいらないことがわ

かった｡彼はすべての点で申し分ないインフ

ォーマントで,頭はよくこちらが何を知 りた

いかということを理解す る能力は大 したもの

で,仕事をたのんだ場合にも,バ ンコクの大

学生のほとんどの者よりもよりたよりになる

ことがわかった｡

今回は仕事の時間が極めて限 られているの

で,長期調査と同 じ方法で仕事をして も望み

通 りの成果は得 られないので綿密な準備を し,

クエスチ ョネアーを作った上で現地に出かけ
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た｡調査を手 っ取 り早 く進めるには,すでに

存在す る文献を調べ利用す るのが賢い方法で

ある. ラフ ･ナ語については, ビルマにおい

て ローマ字による正書法がキ リス ト教の ミッ

ショナリーによって定められており,これの

読める者 も相当数に なるようである｡7) この

正書法は J.H.Telford,HandbookofLahu

Language,Rangoon,1938.に詳 しく説明さ

れており,後に多少改変されたが根本的には

この Handbook と変わりがない｡私 は この

Handbookを利用 し,次のような リス トを作

成 した｡すなわち,(1)音素を見つけ出すため各

文字別に分類 した単語の リス ト,(2)声調類を

把握す るための "Minimalpairs"(e.g.na〉,

nat,na,na_,na〉,na〈 ,na人,etC.)ばか りの

リス ト,(3)大多数のものか らみて異常な綴字

法を持った単語の リス ト,この 3種の リス ト

を作っておいたので,だいたい6時間(1日)

で終了す ることが出来,この言語の音素およ

び声調類をつかむことが出来た｡このような

行ない方はいわば邪道になるだろうが,文字

法から来 る先入感によって実際の言語をゆが

めて理解す ることさえなければ,すでにある

文献をうまく使って手っ取 り早 く初期の段階

をすませて しまったほうが賢明である｡これ

により言語の音素体系とその音素体系 と綴字

との対応関係が分かるのである｡8) その次に,

同 Handbookに現われた 文をすべて 取 り出

し,私が読み上げてゆき,実際にそのように

言 うかどうか,また文法的に正 しい かどうか

を確めていった｡この結果,文章全部の約 5

パーセントは文法的に正 しく,理解出来 るが

実際にはそのようには言わない文,あるいは

7)現在ビルマには約 3,635人の改宗 ラフが おり
(前掲 Lebaretal.参照),彼らのほとんどが
この正書法を理解しているようである｡

8)これについては別の所で詳しく説明したい｡こ
の綴字法は長く用いられてきたもので宗教とは
切りはなしても,知っておればいろいろと便利
なものである｡

一一218--



棉 :再 び ILlタ イ 上 り

ラフ ･ナ譜ではな くラフ ･シ語の言いまわ し

であるような文であることが分かったG これ

を終えると,いちおうこの本か らはなれて,

基本語桑および文章を取ってゆ くことにな る｡

今回はだいたい 1,500語 ･200文 ばか りを取

ることが拍来た｡思 ったより早 く仕事を進め

ることが出来,以上の外に,物語を二つ,敬

を--つ録音 し, これをインフォーマン トと2

人で 1語 1語 transcribe してゆ く｡私は,

この方法の逆の方法- すなわち,先に何か

を書かせておいてか らそれを読 ませて録音す

る方法- は取 るべきではないと思 うO読む

のと話すのとは同 じようにはゆかないか ら,

めん どうで も,あまり流暢に話せな くて も,

まず勝手に話 させて,それを後か ら書 き取っ

てゆ くべきであろう｡そうしなければ,ス ト

レス, リスム,イントネーションなど,本 当

に自然な言語の特徴をつかみ取 ることは出来

ないだろう｡ さらに, 3人のラフ ･ナ族によ

る半時間ばか りの自由な会話を取 り,後で聞

きなおしなが ら書 き取ってゆ くわけであるが,

これには 9時間 くらい使わなければならない｡

ベ ッドの下にテープレコーダーをか くしてお

いて,話が熟 してきたころにスイッチを入れ

るのであるが,"nativespeakers"が何の手

加減 もな く自由瞳手にしゃべ る言語 というの

は聞き取るだけで も大変な仕事である｡わず

か30分の会話か らで も,質問一応答の方法で

は得 られないような大切な資料が得 られ るも

のである｡言語を調査す る際,最初は bilin-

gualな質問一応答の方法で出発 し,最後は完

全に monolingualな方法で participate L

ながら調査を進めるという段階に至 るべきで

あろうが,この両者の問のどの辺まで進むか

ということは,主 として調査期間によって左

右 され るであろう｡ しか し,monolingualま

たは bilingualということにかかわらず,質

問一応答の方法は出来 るだけ早 くやめたほう

が良いと私は思 うO こ0)方法のみによって得

られ る資料 というのは,量的にも質的にも,

たかが しれたものである｡語棄ならばせいぜ

い 1,500譜,文にして 500文 くらいが限度で

あろう｡私は普通の リス トを依っての聞き取

りというのは,せいぜい 1,000語,だいたい

の音素体系が分かるくらいで充分だと思 う｡

昔素体系が分かればだいたいの表記法を定め

ることが出来 るか ら, ここから先は出来るだ

け生の言語を取ってゆ くようにすべきである｡

一つの 手っ取 り早い方法 として,何で もよい

から自然な言葉を録音 して しまって,それを

後か らインフォーマントの助 けによって書き

取ってゆ く方法である｡ これが最高C/)方法だ

とは言わないが,少な くとも,｢--を何と言

うか ?｣ ｢-.I-と～ とどうちがうのか ?｣と

いうような質問←応答の方法を何週間 も続け

ているよ りはまLであろう｡私の今回の仕二車

は全体で正味50時間程度の短 い もojであった

が予期 した以上にうまく進めることが出来て

喜んでいる｡

アカ語について

今回の旅行中にアカ語について面白い点 に

気がついたので一つの informationとして記

つ (Alとす る)は, もう一つのアカ語 (A2)

と音素体系を異にす る｡私はこの相異は村に

よる方言の相異であると思い S村方言および

A村方言 としたのである. しか し,今度アカ

族の村を再度訪れて色 々と活動 してみた結果,

同一の村内で Alと A2の 両者 ともを 発見

す ることが出来 ることがわかった｡ただし,

この事実から Alと A2とを互 い に "free

variants"とす るのは誤 っている｡Alの体系

を持つ話し手は常に Alを話 し,A2は常に

A2であり,同 一 村内に屠住しているけれども,

9)アカ言吾の音素体系については,私の ｢アカ語ア

ル-村方言の音素｣『東南アジア研究亡摘f4巻第

1号,1966,参照｡
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両者が 自由勝手に入 り混 じることはないか ら

である｡ さらに,前回の調査中には発見す る

ことが 出来なかった もので,Alおよび A2

の /pj-,ph上,bj-,mj-/に 対 応 す る /pl-,

phl-,bト,mlソ を有す る アカ語の あること

が,今回の旅行で判明 した｡ これを勘定に入

れ ると下図の対応図のごとく,全部で四つの

アカ語を数えることが出来 る｡10)
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このような相異 した複数個の体系が一つの

村の中で併存 しているのである｡したがって,

私が最初に村による方言差 としたのは妥 当で

はな く,アカ族の色 々なグループ11)による言

語の相異 と考えるべきものであろう｡色 々な

グループが方 々から寄 り集 まって来て村を構

成す るため,村の中に複数個の音素体系が存

在す るというのが最 も事実に忠実な理解の仕

方であろう｡12) アカ族は,通常ただアカ族 と
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いうだけで下位区分による名前はついていな

いけれども,実際には,その中には極めて多

数の下位区分があり,それぞれ少 しずつ異な

った言語を有す ると考えられ る｡その中でへ

だたりの大きい ものの問の差異は,例えばラ

フ ･ナ語 とラフ ･シ語 との差異よりも大きい

か もしれない｡ このアカ族の下位区分 と言語

との関係を明 らかにす るためには,村の中に

住み込んで,各人の経歴 ･相互関係を調べ,

言語 とつき合わせて,グループに分けてゆ く

必要がある｡最低数 カ月あれば,グループと

言語 との関係のだいたいを握むことが出来 る

であろう｡ もちろん,調査期間は長ければ長

いはどよ く,また相手にす る人間なり村な り

は多いほどよいに決まっている｡私は,いつ

か, もし他人が先にや らなければ,タイ国の

アカ族について,徹底的にやろうと思 ってい

る｡近年,多 くの研究者がアカ語の重要 さを

認めだ したためか,ここ4年間に約 7人(アメ

リカ4人 ;日本 2人 ;ドイツ1人)がアカ語

の調査をやったようだ｡これ らの調査結果が

発表 され るころには,非常な controversyを

か もし出す ものと予想 され る｡その原因は,

主 として,色 々なアカ語 とそのグループをど

う処理す るか ということであろう｡

(1968年 5月25日,バ ンコクにて)

10)これは私が短期間に記録することが出来たもの

のみで実際はもっと多いだろう｡またいろいろ
なグループが集まって村を作っている場合,そ
の言語も次第に同一化してくるだろうが,今の
ところ,言葉の同一化が人の動きに迫いっかな
いといったところであろう｡

ll)GaZeiteerofU♪PerBurmaandShanSta-
tes,Vol.Ⅰ,Pt.1,Rangoon,1900には全部
で十数個のクランが挙げられている｡ここでは
クランと呼ぶべきものなのかどうか,分からな
いので仮にグループと言っておく｡

12)どのグループがどのような言語を話し,またタ

イ国ではどのグループが多数を占めるのか,
いう事柄は,現在,全然知られていないが,
後のおもしろい課題になるだろう｡
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